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1．
目
　
　
的

　
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
を
定
め
た
い
わ
ゆ
る
標
準
法
は
，

一
斉
画
一
教
育
や
中
央
集
権
的
教
育
行
政
の
～
要
因
と
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
し
か
し
，
標
準
法
の
制
定
に
深
く
関
わ
っ
た
佐
藤
三
樹
太
郎

は
，
泌
ず
守
る
最
低
基
準
」
が
法
の
趣
旨
で
あ
り
，
よ
り
少
人
数
編
制

の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
を
考
慮
し
て
喋
準
法
」
で
は
な
く

「
標
準
法
」
と
い
う
名
称
に
し
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
1）
。
す
な
わ
ち
，

全
国
的
な
最
低
基
準
の
明
示
と
そ
の
下
で
の
地
方
自
治
の
原
則
が
標
準
法

の
立
法
者
意
思
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
実
際
に
は
中
爽
集
権
的
な

教
育
行
政
に
よ
っ
て
自
治
体
の
裁
量
が
制
限
さ
れ
て
全
国
～
律
の
撮
高

基
準
」
と
し
て
機
能
さ
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
2）
。

　
こ
れ
に
対
し
て
，
1
99
0年
代
の
地
方
分
権
推
進
政
策
と
も
相
ま
っ
て
，

中
央
教
育
審
議
会
は
1
9
98
年
9
月
2
1日
の
答
申
吟
後
の
地
方
教
育
行
政

の
在
り
方
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
，
標
準
法
の
画
一
的
な
運
用
を
見
直
す

方
向
を
示
し
た
。
そ
し
て
ま
ず
，
地
方
分
権
一
括
法
の
成
立
・
実
施
に
伴
っ

て
，
2
0⑪
0
年
度
よ
り
市
区
町
村
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
に
つ
い

て
，
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
「
認
可
」
制
が
「
事
前
協
議
・
同
意
」
制

に
変
更
さ
れ
た
（
義
務
標
準
法
第
5
条
）
。
次
い
で
2
0⑪
1年
度
よ
り
，
義

務
標
準
法
第
7
次
・
高
校
標
準
法
第
6
次
の
改
善
計
画
（
20
01
～
05
年
度
）

の
～
環
と
し
て
，
国
の
隈
準
」
を
下
回
る
都
道
府
県
の
湛
準
Jの
設

定
を
認
め
る
特
例
（
新
義
務
標
準
法
第
3
条
第
2・
3
項
た
だ
し
書
）
，

並
び
に
国
の
「
標
準
」
に
よ
ら
な
い
特
例
（
新
高
校
標
準
法
第
6・
14
条

た
だ
し
書
）
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
，
4
0人
学
級
編
制
を
改

善
す
る
国
の
責
任
を
曖
昧
に
す
る
反
面
，
地
方
分
権
・
地
方
自
治
を
推
し

進
め
る
側
面
を
も
有
す
る
。
そ
れ
は
，
自
治
体
が
設
置
す
る
学
校
を
一
律

に
少
人
数
編
制
に
す
る
と
い
う
独
自
判
断
は
も
ち
ろ
ん
，
部
分
的
に
（
過

渡
的
に
）
特
定
の
学
年
や
地
域
を
（
か
ら
）
少
人
数
編
制
に
す
る
等
の
多

様
な
裁
量
を
認
め
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
文
部
科
学
省
が
20
G
l
年
5
月
1
1
日
に
と
り
ま
と
め
た
義
務
標
準
法
第
7

次
改
善
計
画
へ
の
都
道
府
県
教
委
の
対
応
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
，

「
小
学
校
1
年
生
問
題
」
や
学
級
崩
壊
現
象
と
し
て
関
心
の
高
ま
っ
て
い

る
小
学
校
1
年
生
ま
た
は
低
学
年
を
対
象
に
少
人
数
学
級
編
制
や
副
担
任

制
を
採
っ
た
り
，
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
た
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず
存
在

し
た
3
）
。
し
か
し
，
教
育
委
員
会
が
独
自
の
対
応
を
行
う
に
際
し
て
説
明

＊
鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学
部
人
間
教
育
講
座
（
特
別
な
ニ
ー
ズ
教
育
）

　
ak輌
ow加
b＠
允
d　
tottori－

u．
acjp

キ
ー
ワ
ー
ド
：
4
0人
学
級
編
制
，
小
学
校
1
年
生
問
題
，
補
助
教
員
，
テ
ィ
ー

　
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
’
‘
40－
pupils－
per－
class”
system，
　
educational

　
p
rO
b
l
em
S
　
　
O
f　
f
ir
S
t
－
g
r
ad
e
　
　
I
）
U
p
呈
I
S
　
　
a
nd
　
　
C
l
aS
S
eS
　
　
i
n
　
　
e
le
m
en
t
a
r
y

schools，
　
asslstam　

teache輻
team　
teach｛
ng）

少
な
い
。
期
せ
ず
し
て
自
治
体
の
関
心
が
集
ま
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
小
学

校
1年
生
ま
た
は
低
学
年
に
お
け
る
学
級
経
営
上
の
課
題
の
解
明
と
，
関

連
し
た
教
員
配
置
・
学
級
編
制
施
策
の
在
り
方
の
究
明
が
急
が
れ
よ
う
。

　
こ
う
し
た
関
心
か
ら
，
本
稿
で
は
，
T県
が
1999年
度
後
期
（
10月
～
）

か
ら
2G
O1年
度
の
計
画
で
進
め
て
き
た
「
小
学
校
1年
生
支
援
事
業
」
に

つ
い
て
，
2000年
度
に
お
け
る
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
う
し

た
第
三
者
に
よ
る
事
業
評
価
を
通
じ
て
，
本
事
業
が
打
ち
切
ら
れ
る
予
定

の
2
0
02年
度
以
降
に
お
け
る
新
た
な
自
治
体
独
自
施
策
の
策
定
に
も
寄
与

し
た
い
。
な
お
，
「
小
学
校
1年
生
支
援
事
業
」
の
概
要
を
，
T県
教
育

委
員
会
が
作
成
し
た
要
項
燦
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
に
係
る
非
常
勤

講
師
の
配
置
に
つ
い
て
（
小
学
校
1年
生
支
援
事
業
）
」
か
ら
，
以
下
に

抜
粋
し
て
お
く
。

1．
趣
　
　
旨

　
小
学
校
に
お
い
て
，
授
業
中
に
騒
い
だ
り
勝
手
に
席
を
立
っ
た
り
し
て

授
業
が
成
立
し
な
い
等
の
い
わ
ゆ
る
学
級
崩
壊
の
兆
し
と
も
い
え
る
学
級

の
荒
れ
が
増
力
日
し
て
い
る
。
特
に
児
童
数
が
40人
近
い
学
級
で
は
教
師
は

一
人
一
人
の
子
供
に
対
し
て
十
分
な
配
慮
を
行
き
届
か
す
こ
と
が
で
き
ず
，

生
活
・
学
習
規
律
の
徹
底
や
学
習
内
容
の
定
着
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
義
務
教
育
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
小
学
校
1年
坐
の
指
導
は
そ
の

後
の
義
務
教
育
の
8年
間
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
，
緊
急

な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
，
こ
の
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
事

業
を
活
用
し
，
学
校
教
育
充
実
事
業
（
小
学
校
1年
生
支
援
事
業
）
と
し

て
多
人
数
の
小
学
校
1年
生
の
学
級
で
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
等
に
よ

る
個
に
応
じ
た
指
導
の
工
夫
改
善
を
図
り
，
学
習
・
生
活
規
律
の
徹
底
や

学
習
内
容
の
定
着
を
図
る
。
そ
の
目
的
の
た
め
に
T県
教
育
委
員
会
が
非

常
勤
講
師
を
配
置
す
る
。

2
．
非
常
勤
講
師
配
置
校
（
略
）

3
．
配
置
に
よ
る
教
育
効
果
の
測
定

　
　
・
報
告
書
（
略
）

　
　
・
今
回
の
配
置
は
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
り
，
そ
の
良
さ
を
十
分
に

　
　
　
活
か
し
，
新
し
い
発
想
で
研
究
的
に
い
ろ
い
ろ
な
指
導
方
法
の
工

　
　
　
夫
を
試
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
，
そ
の
記
録
を
残
し
て
い

　
　
　
た
だ
き
た
い
。

4
．
勤
務
上
の
留
意
点

　
（
1）
勤
務
時
閲
及
び
勤
務
態
様

　
　
・
勤
務
時
間
：
1週
間
あ
た
り
25時
間
と
す
る
。

　
　
・
勤
務
態
様
：
課
業
日
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
と
し
，
土
曜
日

　
　
　
は
勤
務
さ
せ
な
い
。
1日
の
勤
務
時
間
は
、
教
科
等
の
学
習
指
導

　
　
　
と
生
活
指
導
の
時
間
を
合
わ
せ
て
4～
6時
間
と
す
る
。

　
　
・
勤
務
時
間
の
割
振
り
は
校
長
が
定
め
，
年
度
当
初
に
学
習
時
間
割
，
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6
渡
部
昭
男
：
「
小
学
校
1
年
生
問
題
」
と
教
員
配
置
・
学
級
編
制
施
策

　
　
本
務
教
員
の
勤
務
時
間
割
振
り
表
と
と
も
に
報
告
す
る
。

（
2）
留
意
事
項

・
今
回
の
非
常
勤
講
師
の
配
置
は
特
定
の
学
級
で
担
任
を
補
佐
す
る

　
た
め
の
も
の
で
あ
り
，
他
の
目
的
へ
の
活
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
担
任
を
補
佐
す
る
職
務
に
の
み
専
念
さ
せ
る
こ
と
。

・
出
張
旅
費
を
伴
う
出
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。
（
校
外
勤
務
は
除
く
）

（
3）
勤
務
言
己
録

・
実
績
記
録
簿
（
様
式
第
4号
）
を
作
成
し
，
学
校
に
保
管
す
る
。

H．
方
　
　
法

　
ま
ず
，
丁
県
教
育
委
員
会
の
事
業
損
当
者
，
実
施
小
学
校
3校
の
管
理

職
及
び
1年
生
担
任
（
必
要
に
応
じ
て
加
配
さ
れ
た
非
常
勤
講
師
）
を
対

象
に
，
訪
問
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
を
予
備
的
に
行
っ
た
（
実
施
期
間
：

2
001
年
1
～
2月
）
。

　
こ
れ
を
基
に
，
4種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
①
～
④
）
を
企
画
し
，

郵
送
法
に
よ
り
実
施
し
た
（
実
施
期
間
：
20
01
年
3月
）
。

○
調
査
①
：
2
00
0
年
度
事
業
実
施
16
小
学
校
の
管
理
職
一
「
『
小
学
校
1

年
生
支
援
事
業
』
の
効
果
に
関
す
る
調
査
（
実
施
校
・
管
理
職
用
）
」

・
回
収
状
況
：
8校
（
5⑪
．
⑪
％
）
。

・
調
査
項
目
：
回
答
者
の
属
性
，
適
正
な
学
級
規
模
，
「
1年
生
問
題

（
小
1プ
ロ
ブ
レ
ム
）
」
，
1
年
生
に
お
け
る
教
員
配
置
施
策
，
200
0
年
度

「
小
学
校
1
年
生
支
援
事
業
」
。

○
調
査
②
：
2
0
00
年
度
事
業
実
施
玉
6
小
学
校
2
玉
学
級
の
担
任
一
rr小
学

校
1
年
生
支
援
事
業
』
の
効
果
に
関
す
る
調
査
（
実
施
校
・
担
任
用
）
」

・
回
収
状
況
：
13校
（
8
1、
3％
）
，
15担
任
（
71．
4％
）
。

・
調
査
項
目
：
回
答
者
の
属
性
，
適
正
な
学
級
規
模
，
3
月
現
在
の
学
級

の
様
子
，
「
1年
生
問
題
（
小
1
プ
ロ
ブ
レ
ム
）
」
，
1
年
生
に
お
け
る
教

員
配
置
施
策
，
2
0⑪
0
年
度
「
小
学
校
1年
生
支
援
事
業
」
。

○
調
査
③
：
県
下
4
市
の
事
業
未
実
施
65
小
学
校
の
管
理
職
一
「
『
小
学

校
1年
生
支
援
事
業
』
の
効
果
に
関
す
る
調
査
（
未
実
施
校
・
管
理
職
用
）
」

・
回
収
状
況
：
34
校
（
52．
3％
）
。

・
調
査
項
目
：
回
答
者
の
属
性
，
適
正
な
学
級
規
模
，
「
1年
生
問
題

（
小
1
プ
ロ
ブ
レ
ム
）
j
，
1年
生
に
お
け
る
教
員
配
置
施
策
，
「
小
学
校
1

年
生
支
援
事
業
」
。

○
調
査
④
：
県
下
4布
の
事
業
来
実
施
6
5小
学
校
1
24
学
級
の
1年
生
担

任
一
「
『
小
学
校
1年
生
支
援
事
業
』
の
効
果
に
関
す
る
調
査
（
未
実
施

校
・
担
任
用
）
」

・
回
4又
4犬
？
兄
　
：
7
3
担
イ
壬
　
（
58
．
9％
）
。

・
調
査
項
蟹
：
回
答
者
の
属
性
，
適
正
な
学
級
規
模
，
3
月
現
在
の
学
級

の
様
子
，
「
1年
生
問
題
（
小
1
プ
ロ
ブ
レ
ム
）
」
，
1
年
生
に
お
け
る
教

員
配
置
施
策
。

　
以
下
に
，
こ
れ
ら
の
主
要
な
結
果
を
組
み
合
わ
せ
つ
つ
考
察
す
る
。

HI．
2000年
度
に
お
け
る
「
小
学
校
1年
生
支
援
事
業
」
の
現
状

　
と
課
題

1．
実
施
校
に
お
け
る
事
業
へ
の
評
価
（
調
査
①
，
②
）

　
加
配
が
な
か
っ
た
と
仮
定
し
た
状
況
と
比
較
し
て
，
事
業
が
ど
の
程
度

の
成
果
を
挙
げ
た
か
に
つ
い
て
，
5段
階
区
分
の
選
択
肢
で
尋
ね
た
。
実

施
校
の
管
理
職
（
回
答
総
数
8
校
）
は
，
「
1
）
非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」

が
2
校
（
25
％
）
，
「
2）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」
が
6
校
（
75
％
）
で
あ
り
，

「
3
）
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
「
4
）
あ
ま
り
成
果
は
な
か
っ
た
」
「
§
）
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
」
は
い
ず
れ
も
選
択
が
な
か
っ
た
。
実
施
校
の
担
任
（
回

答
総
麹
4
担
任
）
は
，
「
至
）
非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」
が
7担
任
（
5
0％
）
，

「
2）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」
が
5担
任
（
36％
）
，
「
3）
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
」
が
2担
任
（
14％
）
で
あ
っ
た
。

　
2担
任
（
後
に
見
る
よ
う
に
，
と
も
に
1校
）
を
除
い
て
，
事
業
へ
の

評
価
は
総
じ
て
肯
定
的
で
あ
っ
た
。

2．
実
施
校
の
個
別
事
例
（
調
査
①
，
②
）

　
次
に
，
事
業
実
施
16校
の
内
の
具
体
的
な
状
況
が
把
握
で
き
た
13校

（
A～
M）
に
つ
い
て
，
個
別
事
例
を
述
べ
る
。

1）
A校
：
1年
生
は
1学
級
36人
（
2000年
5月
1日
現
在
，
以
下
同

　
　
　
　
　
様
）
。
学
級
数
は
全
校
で
9学
級
十
障
害
児
学
級
3学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
未
回
答

［
担
任
に
よ
る
回
答
］
「
D非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」

　
担
任
は
「
女
性
，
40歳
代
，
教
職
経
験
年
数
15年
目
（
現
任
校
7年
目
）
，

1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
揃
期
1女
性
，
20歳
代
，

講
師
経
験
・
あ
り
。
後
期
：
女
性
，
2⑪
歳
代
，
講
師
経
験
・
小
学
校
は
な

し
」
で
あ
っ
た
。

　
肯
定
的
な
評
価
と
し
て
は
，
「
子
ど
も
は
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ

た
。
／
個
に
応
じ
た
指
導
を
細
か
く
で
き
た
。
」
が
記
述
さ
れ
て
い
た
。

一
方
，
改
善
希
望
（
改
善
希
望
部
分
を
下
線
表
示
）
と
し
て
「
前
後
期
で

分
け
ず
に
，
通
年
に
し
て
ほ
し
い
。
／
新
卒
等
全
く
経
験
の
な
い
方
は
慣

れ
る
ま
で
が
大
変
な
の
で
，
で
き
れ
ば
経
験
の
あ
る
人
が
よ
い
。
／
勤
務

の
時
間
を
担
任
と
同
じ
に
し
て
ほ
し
い
。
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
。

2）
B校
：
1年
生
は
1学
級
39人
。
学
級
数
は
全
校
で
9学
級
＋
障
害

　
　
　
　
　
児
学
級
1学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
図
答
］
「
1）
非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」

　
校
長
は
，
ξ
女
性
，
56～
6⑪
歳
，
教
職
経
験
年
数
32年
目
　
（
現
任
校
1

年
目
）
，
1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
指
導
の
繰
り
返
し
（
体
で
覚
え
る
ま
で
）
の
必
要
性
。

教
師
も
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
た
め
，
支
援

者
が
な
く
て
は
一
人
一
入
に
当
た
れ
な
い
。
き
め
細
か
い
個
々
へ
の
指
導

が
あ
っ
て
こ
そ
，
1年
経
過
し
て
み
て
，
学
習
集
団
と
し
て
よ
う
や
く
ま

と
ま
っ
て
き
た
感
じ
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
た
。

［
担
任
に
よ
る
回
答
］
「
1）
非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」

　
担
任
は
「
女
性
，
40歳
代
，
教
職
経
験
年
麹
7年
目
（
現
任
校
4年
目
）
，

1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
「
前
期
：
男
性
，
20歳
代
，

講
師
経
験
あ
り
。
後
期
：
女
性
，
30歳
代
，
講
師
経
験
あ
り
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
学
習
指
導
」
に
つ
い
て
ギ
［
前
期
］
小
学
校
に
勤
務
経

験
の
あ
る
方
だ
っ
た
の
で
，
授
業
を
進
め
な
が
ら
宿
題
等
を
見
る
の
に
39

入
と
い
う
数
は
一
人
で
は
無
理
だ
と
思
っ
た
の
で
，
体
育
と
国
語
の
学
習

を
受
け
持
っ
て
も
ら
っ
て
，
他
の
教
科
の
教
材
研
究
を
し
た
り
．
宿
題
な

ど
を
見
る
時
間
に
当
て
た
。
／
［
後
期
］
担
任
は
授
業
を
進
め
る
方
に
ま

わ
り
，
宿
題
等
を
す
べ
て
見
て
も
ら
っ
た
。
途
中
よ
り
体
育
の
授
業
だ
け

し
て
も
ら
っ
た
（
中
学
校
の
体
育
の
経
験
の
あ
る
先
生
だ
っ
た
の
で
）
。

ま
た
，
算
数
・
国
語
の
一
斉
授
業
に
つ
い
て
来
れ
な
い
児
童
（
3～
4人
）

に
個
別
に
あ
た
り
，
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
子
に
あ
っ
た
プ
リ
ン

ト
な
ど
も
準
備
し
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
，
一
入
の
男
の
子
の
算
数
に
対

す
る
意
欲
の
向
上
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
／
一
律
に
rこ
う
し

て
く
だ
さ
い
。
』
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
く
て
，
来
ら
れ
た
先
生
を
見
て

『
こ
う
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
』
と
い
う
形
し
か
取
れ
な
く
て
，
講
師
に
も

子
ど
も
に
も
迷
惑
を
か
け
た
と
思
う
。
し
か
し
，
お
か
げ
で
分
か
ら
な
い

子
の
指
導
に
大
変
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。
」
，
「
生
活
指
導
」
に
っ
い
て

仁
人
の
担
任
で
は
，
行
き
届
か
な
い
部
分
が
多
か
っ
た
と
思
う
が
，
二

人
の
目
で
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
子
ど
も
た
ち
の
色
々
な
様
子
が
分
か
り
，

ま
た
指
導
す
る
こ
と
も
で
き
て
大
変
良
か
っ
た
。
」
と
し
て
い
た
。
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一
方
，
改
善
希
望
と
し
て
，
「
講
師
加
配
が
通
年
で
な
か
っ
た
た
め
，

中
途
で
先
生
が
変
わ
る
こ
と
が
，
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
，
担
任
に
と
っ

て
，
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
1
0月
の
は
じ
め
，
こ
ち
ら
も
不

安
定
な
気
持
ち
に
な
り
，
子
ど
も
も
落
ち
着
か
ず
ど
う
な
る
だ
ろ
う
と
思

う
と
き
が
2
～
3か
月
続
い
た
。
／
保
護
者
に
と
っ
て
も
，
半
年
で
加
配

担
任
が
か
わ
る
こ
と
が
理
解
し
に
く
い
方
が
お
ら
れ
，
と
ま
ど
わ
れ
て
い

た
（
た
よ
り
等
で
お
知
ら
せ
し
た
の
だ
け
れ
ど
）
。
／
加
配
を
し
て
下
さ

る
の
は
と
て
も
有
り
難
い
が
，
月
初
め
の
報
告
書
，
半
期
に
1回
の
成
果

報
告
書
等
，
と
て
も
大
変
で
あ
っ
た
。
特
に
3月
は
な
ん
と
も
言
え
な
い

（
大
変
な
）
状
態
で
あ
っ
た
。
」
を
列
挙
し
て
い
た
。

3）
C
校
：
1
年
生
は
2学
級
74
人
。
学
級
数
は
全
校
で
1
3
学
級
＋
障
害

　
　
　
　
　
児
学
級
2学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
未
回
答

［
担
任
（
そ
の
1
）
に
よ
る
回
答
］
「
D
非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」

　
担
任
（
そ
の
1
）
は
「
女
性
，
4G
歳
代
，
教
職
経
験
年
数
1
6
年
目
（
現

任
校
7年
目
）
，
1
年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
「
前
期
：
男

性
，
2
0歳
代
，
講
師
経
験
・
あ
り
。
後
期
：
女
性
，
20
歳
代
，
講
師
経
験
・

あ
り
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
揃
期
で
き
る
だ
け
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
ふ
れ

合
え
る
よ
う
に
，
朝
休
憩
そ
の
他
の
休
憩
は
ど
ち
ら
も
教
室
に
い
た
り
，

体
育
館
・
校
庭
に
つ
い
て
出
た
り
し
た
。
／
［
後
期
］
算
数
の
授
業
を
補

助
担
任
に
主
に
な
っ
て
も
ら
い
，
担
任
は
個
別
指
導
に
当
た
っ
た
。
学
級

通
信
の
発
刊
も
お
願
い
し
た
。
／
正
直
，
初
め
は
戸
惑
い
が
あ
り
（
仕
事

を
ど
の
よ
う
に
分
担
す
る
か
，
授
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ

を
す
る
時
聞
が
な
く
，
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
）
，
多
少
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
，
休
憩
時
間
，
交
互
に
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
た
り
，
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
も
一
人
が
そ
の
対
応
に
当
た
り
，

も
う
一
人
は
授
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
り
し
た
の
で
，
結
果
的
に
は

非
常
に
良
か
っ
た
。
／
子
ど
も
に
と
っ
て
も
，
ど
ち
ら
か
の
先
生
に
と
い

う
気
持
ち
が
あ
り
，
放
っ
た
ら
か
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
く
，
不
安
を

感
じ
ず
に
1
年
生
と
し
て
の
生
活
に
慣
れ
て
い
っ
た
と
思
う
。
生
活
科
や

図
エ
科
等
，
教
科
に
よ
っ
て
は
行
動
が
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
，

そ
の
場
合
，
複
数
の
教
員
が
い
る
こ
と
は
活
動
の
幅
が
広
が
り
，
良
か
っ

た
。
／
保
護
者
に
と
っ
て
も
，
人
数
が
多
く
て
目
が
行
き
届
か
な
い
の
で

は
と
い
っ
た
不
安
が
な
く
，
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
と
思
う
。
」

と
し
て
い
た
。

　
一
方
，
改
善
希
望
と
し
て
，
「
担
任
補
助
で
な
く
，
少
人
数
化
し
て
，

一
担
任
と
し
て
勤
務
で
き
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
／
支
援
事
業
が
本
当
に

子
ど
も
の
生
活
・
学
習
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
，
同
じ
勤

務
条
件
の
申
で
や
れ
た
方
が
絶
対
に
よ
い
。
好
意
的
に
時
間
外
の
勤
務
を

し
て
も
ら
っ
た
事
が
多
く
あ
り
，
申
し
訳
な
く
思
っ
た
。
／
講
師
の
先
生

の
待
遇
の
改
善
（
非
常
勤
な
の
で
色
々
な
制
約
が
あ
る
。
致
し
方
な
い
と

思
う
部
分
も
あ
る
が
，
や
や
無
責
任
な
雇
用
の
仕
方
に
立
腹
も
し
た
。
）
」

　
具
体
的
に
は
，
「
［
前
期
〕
狡
内
就
学
指
導
委
員
会
の
話
し
合
い
の
結
果
，

個
別
指
導
を
要
す
る
児
童
2名
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
算
数
・
体
育
の
教

科
指
導
，
事
務
処
理
の
補
助
。
／
［
後
期
］
前
期
に
引
き
続
き
，
2名
の

学
習
指
導
と
教
科
指
導
。
事
務
処
理
，
プ
リ
ン
ト
の
作
成
・
教
材
研
究
等
，

生
徒
指
導
の
補
助
。
／
担
任
が
2名
い
る
こ
と
で
，
子
ど
も
達
一
人
ひ
と

り
に
接
す
る
時
間
も
多
く
あ
り
，
生
活
面
で
も
学
習
面
で
も
，
個
に
応
じ

た
指
導
が
で
き
た
。
／
遠
足
・
生
活
科
な
ど
の
校
外
学
習
で
は
安
全
確
保

に
大
助
か
り
。
／
排
泄
の
失
敗
や
怪
我
・
発
熱
な
ど
の
緊
急
時
に
は
，
該

当
の
子
に
付
き
添
っ
て
家
庭
連
絡
を
と
る
教
師
と
，
そ
の
ま
ま
授
業
を
す

す
め
る
教
師
と
同
時
進
行
が
で
き
る
。
／
発
言
や
つ
ぶ
や
き
な
ど
も
た
く

さ
ん
受
け
止
め
て
あ
げ
ら
れ
，
余
裕
を
持
っ
て
一
斉
指
導
が
で
き
る
。
／

導
入
時
で
の
役
割
演
技
を
し
て
問
題
の
提
示
を
す
る
。
」
と
し
て
い
た
。

　
一
方
，
改
善
希
望
と
し
て
，
「
TTに
よ
る
実
践
校
内
研
修
。
／
加
配

教
員
に
望
ま
れ
る
資
質
や
力
量
。
／
低
学
年
チ
ー
ム
・
中
学
年
チ
ー
ム
の

よ
う
に
隣
接
学
年
で
の
編
成
，
専
科
教
員
や
教
頭
・
教
務
等
が
加
わ
り
指

導
計
画
の
工
夫
や
個
別
指
導
へ
の
対
応
を
。
／
異
学
年
に
よ
る
学
習
の
効

果
や
学
習
集
団
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
等
に
焦
点
を
当
て
た
指

導
計
画
の
工
夫
。
／
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を
実
現
す
る
た
め
に

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
も
き
わ
め
て
有
効
。
」
を
挙
げ
て
い
た
。

5）
E
校
：
1年
生
は
1学
級
40人
。
学
級
数
は
全
校
で
11学
級
÷
障
害

　
　
　
　
　
児
学
級
1学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
「
2）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
校
長
は
，
「
女
性
，
56～
6G歳
，
教
職
経
験
年
数
33年
目
　
（
現
任
校
2

年
目
）
，
1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
噛
己
中
心
的
な
子
ど
も
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
。
動

く
子
，
席
に
つ
か
な
い
子
，
教
材
の
準
備
が
遅
い
子
な
ど
に
か
か
わ
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
し
，
個
別
指
導
に
も
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
効
果
を
上
げ
た
。
／
不
登
校
気
味
の
子
を
玄
関
で
迎
え

教
室
に
連
れ
て
行
っ
た
り
，
休
憩
時
間
，
子
ど
も
と
共
に
遊
ぶ
こ
と
に
力

を
入
れ
た
り
（
雑
務
は
担
任
が
す
る
）
し
て
，
子
ど
も
達
の
パ
ワ
ー
を
引

き
出
し
て
い
た
だ
い
た
。
」
と
し
て
い
た
。

　
～
方
，
改
善
希
望
と
し
て
，
「
時
に
は
2グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
学
習
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
た
が
，
そ
う
た
び
た
び
は
で
き
な
か
っ
た
。
担

任
の
頭
の
き
り
か
え
が
必
要
で
あ
る
が
，
予
想
以
上
に
時
間
的
な
ロ
ス
が

生
ま
れ
，
1年
生
に
は
無
理
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
算
数
は

2
0
人
ず
つ
2グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
固
定
し
て
進
め
た
方
が
良
い
か
も
し
れ

な
い
。
／
学
校
の
一
職
員
と
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
（
卒
業

式
準
備
，
職
員
会
，
研
修
会
，
委
員
会
な
ど
）
。
1年
生
に
関
係
な
い
と

言
っ
て
切
る
の
で
は
な
く
，
一
日
8時
間
勤
務
と
し
て
，
同
じ
勤
務
体
制

を
列
挙
し
て
い
た
。

［
担
任
（
そ
の
2）
に
よ
る
回
答
］
未
回
答

4
）
D校
：
1
年
生
は
1
学
級
3
9人
。
学
級
数
は
全
校
で
8学
級
÷
障
害

　
　
　
　
　
児
学
級
1
学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
未
回
答

［
担
任
に
よ
る
回
答
］
「
2
）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
担
任
は
「
女
性
，
5
0歳
代
，
教
職
経
験
年
数
2
9年
日
（
現
任
校
3
年
目
）
，

1
年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
嚇
期
：
男
性
，
2
0
歳
代
，

講
師
経
験
・
あ
り
。
後
期
：
男
性
，
2
G歳
代
，
講
師
経
験
・
な
し
」
で
あ
っ

た
。

で
い
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
」
を
挙
げ
て
い
た
。

［
担
任
に
よ
る
回
答
］
「
1）
非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」

　
担
任
は
「
女
性
，
50歳
代
，
教
職
経
験
年
数
34年
目
（
現
任
校
4年
1ヨ
）
，

1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
嚇
期
：
女
性
，
2⑪
歳
代
，

講
師
経
験
・
な
し
（
新
卒
）
。
後
期
：
女
性
，
20歳
代
，
講
師
経
験
・
な

し
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
［
前
期
　
1年
生
の
教
員
経
験
が
な
い
人
だ
っ
た
の
で
，

4
・
5
月
は
主
に
補
助
的
な
仕
事
を
し
て
も
ら
っ
た
（
担
任
の
指
添
が
分

か
っ
て
い
る
か
，
聞
き
漏
ら
し
た
子
へ
の
再
度
確
認
な
ど
）
。
6月
か
ら

は
能
力
（
習
熟
度
）
別
の
組
編
成
に
し
て
指
導
し
て
も
ら
っ
た
り
，
TT

と
し
て
指
導
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
ま
た
，
若
い
の
で
子
ど
も
達
と
よ

く
遊
ん
で
も
ら
っ
た
。
／
［
後
期
］
夏
休
み
明
け
で
き
ま
り
も
乱
れ
か
け

て
い
た
9月
か
ら
1か
月
，
よ
う
や
く
子
ど
も
達
が
落
ち
着
い
た
頃
に
加

配
の
先
生
が
か
わ
り
，
10月
末
の
学
習
発
表
会
に
む
け
て
の
練
習
も
始
ま
っ

た
た
め
，
子
ど
も
達
が
落
ち
着
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
加
配
の
先
生
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8
渡
部
昭
男
：
「
小
学
校
1年
生
問
題
」
と
教
員
配
置
・
学
級
編
制
施
策

も
経
験
不
足
と
い
う
こ
と
か
ら
，
ま
た
4
・
5
月
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
よ

う
な
補
助
的
立
場
に
ま
わ
っ
て
も
ら
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
3
学
期
か

ら
TT
と
し
て
も
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。
／
入
学
当
初
の
差
の
大
き
い
1

年
生
に
と
っ
て
4
G人
は
多
入
数
で
す
。
担
任
の
指
示
も
一
度
で
通
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
，
加
配
の
先
生
に
協
力
し
て
も
ら
い
，
個
別
指
導
が
ゆ
き

と
ど
い
て
行
き
ま
し
た
。
ま
た
，
担
任
の
気
づ
か
な
い
子
ど
も
の
良
さ
を

み
つ
け
ほ
め
て
も
ら
う
こ
と
，
声
掛
け
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子
ど
も

も
落
ち
着
い
て
生
活
で
き
ま
し
た
。
／
担
任
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
学
習

指
導
・
生
活
指
導
の
両
面
に
お
い
て
厳
し
く
躾
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
，
加
配
の
先
生
は
そ
れ
を
側
面
よ
り
助
け
た
り
，
子
ど
も
達
を
カ
バ
ー

し
た
り
さ
れ
た
。
ま
た
，
若
い
と
い
う
こ
と
か
ら
子
ど
も
達
も
な
つ
き
，

遊
び
や
お
し
ゃ
べ
り
の
中
に
す
ん
な
り
と
入
っ
て
い
け
た
。
／
保
護
者
も

二
人
担
任
と
い
う
こ
と
で
安
心
さ
れ
る
面
が
多
か
っ
た
。
」
と
し
て
い
た
。

　
一
方
，
改
善
希
望
と
し
て
，
ジ
加
配
の
先
生
の
任
期
は
1
年
間
，
土
曜

日
も
勤
務
と
し
て
ほ
し
い
。
／
加
配
の
先
生
も
ど
ん
ど
ん
勉
強
し
て
ほ
し

い
の
で
，
出
張
も
教
諭
と
同
じ
に
し
，
費
用
も
負
担
し
て
ほ
し
い
。
」
を

間
を
共
有
す
る
こ
と
で
，
遊
び
の
体
験
を
豊
か
に
し
た
り
，
集
団
遊
び
を

組
織
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
／
非
常
勤
講
師
と
の
情
報
交
換
に
よ

り
，
担
任
一
人
で
は
見
過
ご
し
が
ち
な
一
人
一
入
の
個
性
や
良
さ
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
た
。
／
教
師
が
複
数
い
る
こ
と
で
，
学
級
を
解
い
て
学
年

で
活
動
す
る
経
験
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
，
子
ど
も
が
教
師
を
身
近
に
感

じ
て
相
談
に
来
や
す
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
ま
た
，
教
師
自
身
の
個
性
も

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
／
教
師
と
し
て
の
指
導
や
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
，
客
観
的
に
見
直
し
た
り
振
り
返
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
」

と
し
て
い
た
。

　
一
方
，
改
善
希
望
と
し
て
，
「
担
任
と
の
打
ち
合
わ
せ
時
間
を
ほ
と
ん

ど
も
つ
こ
と
が
で
き
ず
，
直
前
に
了
解
を
取
る
な
ど
急
ご
し
ら
え
の
指
導

体
制
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
特
に
，
入
学
式
に
向
け
て
打
ち
合
わ
せ

が
で
き
な
い
ま
ま
子
ど
も
と
出
会
う
こ
と
に
対
し
て
，
不
安
が
大
き
か
っ

た
。
／
非
常
勤
講
師
が
職
員
会
議
や
職
員
研
修
に
参
加
で
き
な
い
た
め
，

担
任
の
意
図
や
全
校
的
な
視
野
で
の
位
置
づ
け
な
ど
が
明
確
に
伝
わ
り
に

く
く
，
担
任
補
助
が
子
ど
も
に
対
し
て
指
導
す
る
場
面
で
指
示
が
曖
昧
に

挙
げ
て
い
た
。

6
）
F
校
：
1
年
生
は
2
学
級
76
入
。
学
級
数
は
全
校
で
］
5
学
級
＋
障
害

　
　
　
　
　
タ
巳
学
級
3学
級
σ

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
未
回
答

［
担
任
（
そ
の
1）
に
よ
る
回
答
］
「
D
非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」

　
担
任
（
そ
の
1
）
は
「
女
性
，
4
G
歳
代
，
教
職
経
験
年
数
24
年
目
（
現

任
校
8
年
副
，
1
年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
愉
期
：
女

性
，
2G
歳
代
，
講
師
経
験
・
な
し
。
後
期
：
男
性
，
3⑪
歳
代
，
講
師
経
験
・

あ
り
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
〔
前
期
担
任
が
職
員
朝
会
に
出
席
し
て
い
る
間
，
教

室
で
朝
の
活
動
を
指
導
し
て
も
ら
っ
た
り
，
毎
朝
の
読
み
き
か
せ
を
し
て

も
ら
っ
た
。
休
憩
時
間
に
子
ど
も
と
共
に
活
動
し
，
支
援
し
た
り
人
間
関

係
を
把
握
し
た
り
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
ノ
ー
ト
の
点
検
等
を
分
担
し
，

待
ち
時
間
を
短
縮
化
し
て
，
一
人
一
入
を
指
導
す
る
時
間
を
増
や
す
よ
う

に
し
た
。
役
割
演
技
な
ど
を
分
担
し
て
，
子
ど
も
に
分
か
り
や
す
い
指
導

に
努
め
た
。
／
［
後
期
朝
の
活
動
や
読
み
き
か
せ
（
週
ユ
回
）
に
か
か

わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
小
グ
ル
ー
プ
や
習
熟
度
別
コ
ー
ス
等
に
分
け
，
分
担

し
て
指
導
す
る
機
会
を
も
っ
よ
う
に
努
め
た
。
／
全
体
指
導
と
個
別
指
導

と
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
，
特
に
1
学
期
は
時
間
を
効
率
的
に
使
う
こ

と
が
で
き
た
。
／
始
業
時
刻
に
な
っ
て
も
全
員
が
そ
ろ
い
に
く
い
4
～
5

月
に
は
，
担
任
が
役
割
を
分
担
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
／
非
常

勤
講
師
が
常
に
教
室
に
い
る
こ
と
で
，
朝
の
活
動
が
定
着
し
や
す
く
，
落

ち
着
い
て
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
，
朝
の

活
動
に
絵
本
の
読
み
き
か
せ
な
ど
を
き
ち
ん
と
組
む
こ
と
が
で
き
，
聴
く

態
度
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
／

多
動
傾
向
の
子
ど
も
に
対
し
て
も
穏
や
か
に
ケ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

／
教
師
が
二
人
い
る
こ
と
で
，
集
中
力
や
持
続
力
に
合
わ
せ
て
個
に
応
じ

た
声
か
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
，
授
業
中
の
嘔
吐
や
鼻
血
，
体

調
不
良
な
ど
の
急
な
対
応
も
，
臨
機
応
変
に
素
早
く
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

／
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
活
動
を
複
数
の
教
師
が
分
担
し
て
指
導
す

る
こ
と
で
，
効
率
的
な
指
導
，
段
階
を
追
っ
て
の
指
導
が
行
え
た
。
ま
た
，

子
ど
も
の
願
い
を
受
け
と
め
る
機
会
が
増
え
，
一
人
一
入
の
願
い
に
沿
っ

て
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
／
教
師
二
入
で
準
備
や
指
導
場
面
・
役
割

演
技
の
分
担
，
子
ど
も
達
の
発
想
を
補
う
モ
デ
ル
の
提
供
な
ど
を
行
う
こ

と
が
で
き
，
学
習
内
容
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
／
T
T
の
色
々
な
形

態
を
試
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
／
掃
除
集
団
行
動
な
ど
の
指
導
で
も

目
配
り
が
行
き
届
き
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
基
本
的
な

技
能
や
態
度
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
／
子
ど
も
と
休
憩
時

な
り
や
す
い
面
が
あ
っ
た
。
／
出
張
旅
費
を
伴
う
勤
務
が
認
め
ら
れ
な
い

た
め
，
市
外
へ
の
遠
足
の
引
率
が
組
め
ず
，
目
的
地
を
変
更
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
／
特
に
年
度
当
初
は
，
も
う
一
人
の
教
師
を
あ
て
に
し
て
話

の
聴
き
方
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
子
ど
も
が
多
く
，
関
わ
り
方
が
難
し
い
時

が
あ
っ
た
。
／
非
常
勤
講
師
が
休
息
’
休
憩
を
と
り
に
く
い
実
態
が
続
い

た
。
］
を
挙
げ
て
い
た
。

［
担
任
（
そ
の
2）
に
よ
る
回
答
］
未
回
答

7）
G校
：
1年
生
は
1学
級
40人
。
学
級
数
は
全
校
で
11学
級
十
障
害

　
　
　
　
　
児
学
級
2学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
②
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
校
長
は
，
ζ
女
性
、
56～
60歳
，
教
職
経
験
年
数
34年
目
（
現
任
校
1

年
目
）
，
1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
保
護
者
に
と
っ
て
は
二
人
体
制
で
見
て
も
ら
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
程
度
の
安
心
感
は
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
が
，

担
任
側
か
ら
す
る
と
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
，
子
ど
も
を
見
る
目
（
児
童

観
）
・
指
導
観
が
違
う
と
、
か
え
っ
て
一
人
で
見
た
方
が
良
い
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
／
半
年
で
交
替
に
な
る
と
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
ま

た
新
た
な
気
持
ち
で
関
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
大
変
で
あ
る
。
本
当
に
1

年
生
の
加
配
に
適
切
な
人
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
，
無
理
で

あ
ろ
う
か
。
」
と
し
て
い
た
。

　
一
方
，
改
善
希
望
と
し
て
，
「
1年
間
単
位
で
の
配
置
。
／
1年
生
の

講
師
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
材
（
中
学
校
免
許
と
か
で
な
く
）
の
採
用
。

／
加
配
と
い
う
形
で
教
員
を
増
や
し
て
頂
き
た
い
。
」
を
挙
げ
て
い
た
。

［
担
任
に
よ
る
回
答
］
「
2）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
担
任
は
汝
性
，
40歳
代
，
教
職
経
験
年
麹
7年
目
（
現
任
校
1年
爵
）
，

1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
「
前
期
：
女
性
、
20歳
代
，

講
師
経
験
・
あ
り
。
後
期
1女
性
，
20歳
代
，
講
師
経
験
・
な
し
」
で
あ
っ

た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
［
前
期
給
食
や
掃
除
の
時
間
を
中
心
に
指
導
し
て
頂

い
た
り
，
事
務
整
理
を
手
伝
っ
て
頂
い
た
り
し
た
。
授
業
の
中
で
は
個
別

指
導
に
あ
た
っ
て
頂
い
た
。
／
［
後
期
］
前
期
の
内
容
に
加
え
て
，
音
楽

や
体
育
は
T1に
な
っ
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
／
学
習
指
導
に
お
い

て
補
助
的
で
机
間
巡
視
に
終
わ
る
こ
と
が
多
く
，
効
果
的
で
あ
っ
た
と
は

言
え
な
い
。
／
机
や
椅
子
等
の
環
境
的
な
こ
と
も
あ
り
，
二
つ
に
分
け
て

の
学
習
も
で
き
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
生
活
指
導
で
は
，
日
が
行
き
届
い
た

点
は
あ
る
。
ま
た
，
子
ど
も
達
の
声
を
た
く
さ
ん
聞
き
，
対
応
で
き
た
。
」

と
し
て
い
た
。

　
一
方
、
改
善
希
望
と
し
て
，
「
1年
生
で
は
4G人
学
級
編
制
を
改
め
て
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9

少
人
数
学
級
編
制
を
進
め
て
ほ
し
い
。
」
を
挙
げ
て
い
た
。

8
）
H校
：
1
年
生
は
1
学
級
3
9人
÷
障
害
児
学
級
在
籍
1入
。
学
級
数

　
　
　
　
　
は
全
校
で
8
学
級
＋
障
害
児
学
級
1学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
「
2）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
校
長
は
，
「
男
性
，
5
6～
6G
歳
，
教
職
経
験
年
数
3
7
年
鼠
（
現
任
校
5

年
目
）
，
1年
生
の
担
任
経
験
な
し
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
子
ど
も
の
生
活
を
教
師
が
必
ず
見
て
お
れ
た
。
／
子

ど
も
が
何
を
す
る
時
間
か
の
自
覚
を
も
て
た
。
／
子
ど
も
へ
の
手
が
行
き

届
い
た
。
／
予
ど
も
が
相
談
す
る
先
生
を
選
べ
た
。
／
保
護
者
も
二
入
に

指
導
を
受
け
て
い
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
っ
た
。
」
と
し
て
い
た
。

　
一
方
，
改
善
希
望
と
し
て
，
揃
期
・
後
期
と
も
同
一
の
講
師
で
あ
る

こ
と
。
／
学
級
編
成
と
そ
の
時
間
を
工
夫
し
な
が
ら
2
学
級
に
で
き
る
こ

と
が
可
能
で
あ
れ
ば
良
い
。
／
放
課
後
も
一
緒
に
遊
び
，
ふ
れ
合
う
時
間

が
ほ
し
い
。
」
を
挙
げ
て
い
た
。

［
担
任
に
よ
る
回
答
］
「
2）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
担
任
は
「
女
性
，
40
歳
代
，
教
職
経
験
年
数
22年
目
（
現
任
校
3
年
目
）
，

1
年
生
の
担
任
経
験
あ
り
］
，
加
配
講
師
は
「
前
期
：
女
性
，
2
0歳
代
，

講
師
経
験
・
あ
り
（
当
該
校
で
講
師
と
し
て
勤
務
経
験
あ
り
）
。
後
期
：

女
性
，
2
G歳
代
，
講
師
経
験
・
小
学
校
は
な
し
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
［
前
期
］
二
人
担
任
的
に
T
1・
T2
を
学
習
時
間
中

に
交
代
す
る
な
ど
，
工
夫
し
た
授
業
が
で
き
た
。
担
任
は
本
校
3
年
目
で

あ
っ
た
が
，
講
師
も
以
前
に
勤
務
経
験
が
あ
り
，
1
年
生
の
中
に
そ
の
兄

や
姉
，
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
の
話
題
が
で
き
る
児
童
が
あ
る
の
で
，
本

担
任
が
二
人
い
る
の
と
同
様
な
指
導
が
で
き
た
。
／
［
後
期
給
食
の
配

膳
に
か
か
わ
る
指
導
を
す
べ
て
ま
か
せ
，
そ
の
間
に
漢
字
ノ
ー
ト
の
チ
ェ
ッ

ク
や
連
絡
ノ
ー
ト
の
返
事
を
書
く
時
間
に
し
た
。
／
計
算
テ
ス
ト
の
処
理

等
を
す
べ
て
ま
か
せ
た
の
で
，
担
任
の
採
点
等
に
関
す
る
負
担
は
軽
減
さ

れ
た
。
／
担
任
が
部
会
等
に
参
加
し
て
い
る
間
に
，
作
晶
の
掲
示
等
教
室

環
境
の
整
備
を
頼
め
た
の
で
，
負
担
が
軽
減
し
た
。
／
け
が
・
お
も
ら
し

等
で
，
一
人
が
付
き
添
い
握
任
は
教
室
に
と
分
担
で
き
た
の
で
，
と
て
も

安
心
で
あ
っ
た
。
／
給
食
の
準
備
の
指
導
が
大
変
で
，
人
数
分
準
備
す
る

だ
け
で
も
当
然
時
間
が
か
か
る
。
こ
ぼ
し
た
り
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

と
ま
す
ま
す
時
間
が
足
り
な
く
な
る
が
，
一
入
が
係
り
切
り
に
な
れ
る
の

で
，
担
任
が
ノ
ー
ト
指
導
を
す
る
時
間
を
取
れ
た
。
／
二
人
で
見
て
い
る

と
言
う
こ
と
で
，
保
護
者
に
と
っ
て
は
安
心
で
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
」

と
し
て
い
た
。

　
一
方
，
改
善
希
望
と
し
て
，
パ
・
2
年
生
に
関
し
て
少
人
数
学
級
編

制
。
こ
う
し
な
い
限
り
は
，
丁
県
の
不
登
校
傾
向
に
対
し
て
も
学
力
に
関

し
て
も
改
善
さ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
子
ど
も
の
た
め
の
学
習
環

境
に
し
よ
う
と
考
え
れ
ば
，
当
然
出
て
く
る
結
論
だ
と
思
う
の
で
す
が
。
」

告
）
が
あ
り
，
む
し
ろ
こ
の
書
類
を
作
成
す
る
の
に
か
な
り
時
間
を
と
る
。

／
能
力
の
あ
る
教
師
を
志
す
若
い
先
生
に
と
っ
て
も
っ
た
い
な
い
感
じ
が

す
る
。
色
々
と
実
践
し
て
み
た
い
気
持
ち
が
あ
る
と
思
う
が
制
度
上
で
き

な
い
の
で
気
の
毒
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
た
。

［
担
任
（
そ
の
］
）
に
よ
る
回
答
］
「
3）
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
］

　
担
任
（
そ
の
1）
は
「
女
性
，
40歳
代
，
教
職
経
験
年
数
20年
目
（
現

任
校
8年
目
）
，
1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
「
前
期
：
男

性
，
2
0
歳
代
，
講
師
経
験
・
あ
り
。
後
期
：
女
性
，
20歳
代
，
講
師
経
験
・

あ
り
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
［
前
期
］
持
ち
物
の
点
検
や
，
一
人
ず
つ
学
力
（
学
習

規
律
）
が
定
着
し
て
い
く
よ
う
に
個
別
指
導
す
る
こ
と
に
活
用
し
た
。
／

［
後
期
分
か
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
さ
せ
。
個
の
理
解
度
を
見
な
が
ら
，

プ
リ
ン
ト
を
作
っ
た
り
，
教
材
研
究
を
一
緒
に
し
て
，
理
解
が
深
ま
る
教

具
づ
く
り
を
し
た
。
じ
っ
く
り
と
，
子
ど
も
が
学
習
を
根
気
強
く
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
，
場
面
に
よ
っ
て
は
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
二
人
で
取
り
組

ん
だ
。
／
学
習
指
導
で
は
，
学
級
を
半
分
に
分
け
て
，
支
援
し
た
り
子
ど

も
の
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
，
他
の
児
童
を
待
た
せ
る
時
間
が
省
略
で

き
る
。
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
類
も
，
二
人
い
る
と
早
く
見
て
，
間
違
い
を

直
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
／
特
に
生
活
指
導
に
つ
い
て
は
，
子
ど
も
が

甘
え
て
し
ま
う
。
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
た
め
に
は
，
1

年
の
最
初
（
1学
期
）
だ
け
，
加
配
が
あ
れ
ば
助
か
る
。
」
と
し
て
い
た
。

　
改
善
希
望
と
し
て
は
，
揃
期
・
後
期
と
別
の
人
に
な
っ
て
い
る
の
が

よ
く
な
い
。
通
年
制
が
良
い
。
子
ど
も
理
解
も
途
中
か
ら
始
め
て
も
よ
く

な
い
。
」
を
挙
げ
て
い
た
。

［
担
任
（
そ
の
2）
に
よ
る
回
答
］
「
3）
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」

　
担
任
（
そ
の
2）
は
「
女
性
，
30歳
代
，
教
職
経
験
年
数
14年
目
（
現

任
校
6
年
目
）
，
1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
揃
期
：
女

性
，
20
歳
代
，
講
師
経
験
・
あ
り
。
後
期
：
男
性
，
20歳
代
，
講
師
経
験
・

な
し
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
［
前
期
］
学
校
の
生
活
リ
ズ
ム
の
定
着
の
た
め
に
分
担

し
て
指
導
に
あ
た
っ
た
り
，
子
ど
も
の
人
間
関
係
づ
く
り
の
た
め
に
一
緒

に
遊
ん
だ
り
し
た
。
／
［
後
期
学
級
事
務
の
分
担
，
ノ
ー
ト
・
プ
リ
ン
ト
・

個
別
指
導
な
ど
に
あ
た
っ
た
。
／
責
任
は
学
級
担
任
に
あ
る
の
で
，
分
担

で
き
る
内
容
も
限
ら
れ
て
く
る
し
，
講
師
経
験
の
少
な
い
人
だ
っ
た
の
で

T
Tも
う
ま
く
行
え
な
か
っ
た
。
」
と
し
て
い
た
。

　
改
善
希
望
は
，
「
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
，
学
級
定
員
数
減
の
方
が
望

ま
し
い
。
」
と
し
て
い
た
。

と
述
べ
て
い
た
。

9
）
｛
校
：
1年
生
は
2
学
級
7
§
入
＋
障
害
児
学
級
在
籍
1
人
。
学
級
数

　
　
　
　
　
は
全
校
で
12
学
級
÷
障
害
児
学
級
2学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
「
2）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
校
長
は
，
「
男
性
，
額
～
6G
歳
，
教
職
経
験
年
数
3
4年
目
（
現
任
校
1

年
目
）
，
1年
生
の
担
任
経
験
な
し
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
登
校
時
か
ら
の
児
童
へ
の
対
応
（
朝
の
点
検
活
動
，

提
出
物
の
点
検
，
健
康
・
安
全
，
読
み
聞
か
せ
）
。
／
学
習
指
導
支
援

（
学
習
場
面
）
。
／
成
績
・
作
贔
評
価
等
の
担
任
と
の
作
業
協
力
。
／
生
徒

指
導
上
へ
の
配
慮
（
授
業
は
で
き
な
い
が
，
そ
の
分
子
ど
も
と
の
か
か
わ

り
を
持
つ
）
。
／
遊
び
の
時
間
へ
の
対
応
（
校
庭
で
子
ど
も
と
遊
ぷ
）
。
」

を
挙
げ
て
い
た
。

　
一
方
，
改
善
希
望
と
し
て
，
「
勤
務
状
況
に
関
す
る
報
告
物
（
実
績
報

1
0）
J校
：
1年
生
は
1学
級
37入
。
学
級
数
は
全
校
で
9学
級
十
障
害

　
　
　
　
　
児
学
級
2学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
「
2）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
校
長
は
，
湧
性
，
56～
6G歳
，
教
職
経
験
年
数
35年
目
（
現
任
校
4

年
目
）
，
1年
生
の
担
任
経
験
な
し
」
で
あ
っ
た
。

　
肯
定
的
に
は
「
個
別
に
計
算
練
習
等
を
行
い
，
基
礎
的
な
計
算
力
が
か

な
り
向
上
し
た
児
童
が
み
ら
れ
た
。
／
学
習
中
に
黙
っ
て
人
の
話
を
聞
い

た
り
，
積
極
的
な
発
言
が
で
き
た
り
す
る
な
ど
学
習
意
欲
の
高
ま
り
が
見

ら
れ
た
。
」
と
し
て
お
り
，
改
善
希
望
と
し
て
は
「
1年
生
の
段
階
に
お

い
て
は
，
同
じ
配
置
を
し
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
，
思
い
切
っ
て
30人

学
級
編
制
を
し
，
二
つ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
子
ど
も
を
指
導

し
た
方
が
よ
り
効
果
的
だ
と
思
う
。
」
と
述
べ
て
い
た
。

［
担
任
に
よ
る
回
答
］
「
1）
非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」

　
担
任
は
「
女
性
，
30歳
代
，
教
職
経
験
年
数
14年
目
（
現
任
校
6年
目
）
，

1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
「
前
期
：
男
性
，
20歳
代
，

講
師
経
験
・
な
し
（
申
学
校
で
の
教
育
相
談
員
）
。
後
期
：
女
性
，
2
G歳

代
，
講
師
経
験
・
あ
り
」
で
あ
っ
た
。

《



］
i

1ぺi
i

、
｛

l
i

］㍉ll

l…
・

！
｛

ll

｛
〔

ii、］
1、

パ

10
渡
部
昭
男
；
「
小
学
校
1
年
生
問
題
」
と
教
員
配
置
・
学
級
編
制
施
策

　
具
体
的
に
は
，
「
［
前
期
］
と
に
か
く
時
間
の
意
識
づ
け
，
挨
拶
，
マ
ナ
ー

の
徹
底
を
お
願
い
し
た
。
／
［
後
期
］
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
ド
リ
ル
の
個
別

指
導
を
お
願
い
し
た
。
／
話
の
聞
き
方
が
よ
く
な
っ
た
。
／
話
し
合
い
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
／
け
じ
め
の
あ
る
行
動
が
で
き
た
。
／
保

護
者
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ
た
。
／
学
校
生
活
全
般
が
生
き
生
き
と
過
ご

せ
た
。
」
と
し
て
い
た
。

　
一
方
，
改
善
希
望
は
，
「
通
年
が
望
ま
し
い
（
人
間
関
係
が
で
き
た
頃

の
配
置
換
え
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
）
。
／
時
給
で
の
任
用
は
無
理
で
あ

る
（
せ
め
て
日
給
に
）
。
／
子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き
に
は
出
張
扱
い
し

し
た
り
，
指
導
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
］
と
し
て
い
た
。

改
善
希
望
は
に
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
。
」
で
あ
っ
た
。

［
担
任
（
そ
の
2）
に
よ
る
回
答
］
未
記
入

　
担
任
（
そ
の
2）
は
「
女
性
，
30歳
代
，
教
職
経
験
年
数
9年
目
（
現

任
校
1年
副
，
1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
で
あ
っ
た
が
，
他
は
未
記

入
。

た
り
，
家
庭
訪
問
も
し
た
り
で
き
た
ら
よ
か
っ
た
。
」
と
し
て
い
た
。

11
）
K校
：
1年
生
は
1
学
級
4
0人
十
障
害
児
学
級
在
籍
1人
。
学
級
数

　
　
　
　
　
は
全
校
で
1
0学
級
÷
障
害
児
学
級
1
学
級
。

階
理
職
に
よ
る
回
答
］
「
2
）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
校
長
は
，
「
男
性
，
5
1～
5
5歳
，
教
職
経
験
年
数
3
3年
碧
　
（
現
任
校
8

年
目
）
，
1
年
生
の
担
任
経
験
な
し
」
で
あ
っ
た
。

　
肯
定
的
に
は
「
学
習
や
生
活
指
導
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
有

効
で
あ
る
。
／
ノ
ー
ト
の
点
検
作
業
等
が
短
時
間
で
行
え
る
。
／
個
別
指

導
の
時
間
が
増
え
た
。
］
と
し
て
お
り
，
改
善
希
望
と
し
て
は
「
支
援
事

業
に
関
す
る
報
告
文
書
が
多
す
ぎ
，
事
務
量
が
増
え
た
。
／
1年
の
み
で

な
く
，
2学
年
に
も
ひ
ろ
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
た
。

［
担
任
に
よ
る
回
答
］
「
2
）
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
担
任
は
r
女
性
，
40
歳
代
，
教
職
経
験
年
数
2G
年
目
（
現
任
校
5
年
目
）
，

1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
］
，
加
配
講
師
は
「
前
期
：
女
性
，
20
歳
代
，

講
師
経
験
・
あ
り
。
後
期
：
女
性
，
2
G歳
代
講
師
経
験
・
あ
り
」
で
あ
っ

た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
［
前
期
］
個
別
指
導
，
ノ
ー
ト
点
検
，
興
味
・
関
心
別

の
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
。
／
［
後
期
体
育
を
主
に
授
業
を
行
っ
て
も
ら
う
。

／
二
人
の
教
師
に
話
が
聞
い
て
も
ら
え
る
の
で
，
子
ど
も
達
の
心
の
安
定

を
図
る
た
め
に
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た
。
／
発
達
遅
滞
の
児
童
に
特
に
か

か
わ
っ
て
も
ら
え
た
の
で
，
他
の
児
童
に
影
響
な
く
学
習
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
」
と
し
て
い
た
。

　
改
善
希
望
は
，
「
3
⑪
人
を
越
え
る
場
合
は
，
で
き
れ
ば
2
学
級
に
。
／

13）
M校
：
1年
生
は
2学
級
80人
。
学
級
数
は
全
校
で
1？
学
級
＋
障
害

　
　
　
　
　
児
学
級
2学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
未
回
答

［
担
任
（
そ
の
］
）
に
よ
る
回
答
］
②
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

　
担
任
（
そ
の
1）
は
「
女
性
，
30歳
代
，
教
職
経
験
年
数
14年
目
（
現

任
校
7年
目
）
，
1年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
加
配
講
師
は
「
前
期
：
女

性
，
20歳
代
，
講
師
経
験
・
あ
り
。
後
期
：
男
性
，
20歳
代
，
講
師
経
験
・

あ
り
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
［
前
期
］
学
習
面
よ
り
も
む
し
ろ
基
本
的
生
活
習
慣

（
給
食
・
掃
除
な
ど
）
の
徹
底
に
力
を
入
れ
，
二
人
で
分
担
し
て
指
導
に

努
め
た
。
／
［
後
期
］
TTを
推
進
し
，
学
習
が
遅
れ
が
ち
な
児
童
の
指

導
に
努
め
た
。
／
担
任
が
二
入
い
る
こ
と
に
よ
り
，
子
ど
も
も
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
，
ど
ち
ら
か
の
担
任
に
す
ぐ
聞
け
る
こ
と
は
よ
か
っ
た
。

／
作
業
を
伴
う
学
習
の
場
合
，
子
ど
も
達
の
進
度
に
合
わ
せ
て
，
二
入
の

担
任
が
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
よ
か
っ
た
。
／
出
張
に
行
き
や
す

く
，
自
習
に
す
る
こ
と
が
な
く
，
子
ど
も
達
も
落
ち
着
い
て
学
習
が
で
き

た
。
」
と
し
て
い
た
。

　
改
善
希
望
は
「
半
期
で
代
わ
る
と
子
ど
も
達
も
落
ち
着
か
な
い
。
一
年

で
き
な
け
れ
ば
，
支
援
事
業
は
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。
」
で
あ
っ
た
。

1
2
）
L
校
：
1年
生
は
2
学
級
8
0入
。
学
級
数
は
全
校
で
17
学
級
＋
障
害

　
　
　
　
　
㌧
巳
学
級
2学
級
。

［
管
理
職
に
よ
る
回
答
］
「
1＞
非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」

　
校
長
は
，
「
男
性
，
56
～
6
0
歳
，
教
職
経
験
年
数
3
4
年
目
（
現
任
校
3

年
目
）
，
1年
生
の
担
任
経
験
な
し
」
で
あ
っ
た
。

　
肯
定
的
に
は
「
一
人
ひ
と
り
の
指
導
が
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
行

き
届
い
た
。
」
と
し
て
お
り
，
改
善
希
望
は
「
支
援
対
象
の
36
入
を
30
人

程
度
に
す
れ
ば
な
お
良
い
。
」
で
あ
っ
た
。

［
担
任
（
そ
の
1
）
に
よ
る
回
答
］
「
1
）
非
常
に
成
果
が
あ
っ
た
」

　
担
任
（
そ
の
ユ
）
は
「
女
性
，
3
0歳
代
，
教
職
経
験
年
数
10年
目
（
現

任
校
5
年
目
）
，
1
年
生
の
担
任
経
験
あ
り
」
，
力
繭
己
講
師
は
愉
期
：
男

性
，
2G
歳
代
，
講
師
経
験
・
あ
り
。
後
期
：
女
性
，
2
0
歳
代
，
講
師
経
験
・

あ
り
」
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
，
「
［
前
期
］
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
楽
し
く
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
，
声
か
け
を
多
く
し
た
り
，
個

別
指
導
に
力
を
入
れ
た
り
し
た
。
／
［
後
期
］
学
力
を
し
っ
か
り
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
個
別
指
導
を
重
視
し
た
。
／
保
護
者
に
と
っ
て
も
，

沢
山
の
目
が
我
が
子
に
行
き
届
く
と
い
う
の
は
安
心
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

／
子
ど
も
も
補
佐
の
先
生
と
沢
山
関
わ
る
こ
と
が
で
き
，
楽
し
く
挙
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
／
担
任
も
ゆ
と
り
を
も
っ
て
，
子
ど
も
と
接

間
同
じ
先
生
が
よ
い
。
／
勤
務
時
間
が
短
く
，
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
時
間

が
取
れ
な
か
っ
た
。
／
土
曜
日
も
勤
務
し
て
ほ
し
い
。
」
で
あ
っ
た
。

［
担
任
（
そ
の
2）
に
よ
る
回
答
〕
未
回
答

3．
未
実
施
校
か
ら
み
た
事
業
へ
の
要
望
（
調
査
③
〉

　
次
に
，
未
実
施
校
の
校
長
（
回
答
34校
）
に
よ
る
事
業
へ
の
要
望
を
ま

と
め
る
。
仮
に
36人
以
上
と
い
う
入
数
制
限
が
な
い
と
し
て
，
支
援
事
業

を
受
け
た
か
っ
た
か
否
か
の
問
に
対
し
て
，
「
1）
と
て
も
受
け
た
か
っ
た
］

が
17校
（
50％
）
，
「
2）
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
受
け
た
か
っ
た
」
が
11校

（
32％
）
で
あ
り
，
「
3）
受
け
る
必
要
は
感
じ
て
い
な
い
」
は
6校

（
18％
）
で
あ
っ
た
。
1年
生
学
級
の
規
模
別
で
み
る
と
，
年
度
途
中
で

転
入
児
が
あ
っ
て
「
36人
以
上
学
級
」
と
な
っ
た
2校
は
「
1）
＝
100％
」
，

「
31～
35人
学
級
］
の
10校
は
「
1）
＝
60％
，
2）
＝
40％
」
，
「
26～
30人

学
級
」
の
8校
は
「
1）
＝
38％
，
2）
＝
5G％
，
3）
＝
玉
3％
」
，
「
21～
25人

学
級
」
の
10校
は
「
1）
＝
50％
，
2）
＝
20％
，
3）
＝
3G％
」
，
「
20入
以
下

学
級
」
の
4校
は
「
1）
＝
25％
，
2）
；
25％
，
3）
＝
50％
」
で
あ
り
，
3］

人
以
上
の
学
級
規
模
の
学
校
は
も
ち
ろ
ん
，
30入
以
下
の
学
級
規
模
の
学

校
で
も
移
動
・
ウ
ロ
ウ
ロ
児
の
存
在
」
「
LD児
等
の
存
在
］
「
障
害
児

の
在
籍
（
障
害
児
学
級
な
し
）
」
等
の
事
情
か
ら
事
業
実
施
へ
の
希
望

（
下
線
表
示
し
た
回
答
1）
2）
の
部
分
）
が
見
ら
れ
た
。

　
仮
に
「
小
学
校
1年
生
支
援
事
業
」
を
受
け
て
い
た
と
し
た
ら
，
ど
の

よ
う
に
活
用
し
た
か
に
つ
い
て
は
，
「
補
助
・
補
佐
」
を
越
え
た
「
少
入

数
学
級
編
制
，
副
担
任
，
TT（
学
級
TT，
学
年
TT）
，
少
入
数
授

業
（
グ
ル
ー
プ
別
指
導
）
」
等
へ
の
活
用
を
通
じ
て
，
「
学
力
保
障
，
基
礎

学
力
の
定
着
，
生
活
習
慣
の
確
立
，
人
間
関
係
の
形
成
生
活
指
導
，
個

に
応
じ
た
指
導
，
要
配
慮
児
・
遅
進
児
・
障
害
児
等
の
個
別
指
鞠
な
ど

に
役
立
て
た
い
と
し
て
い
た
。

　
具
体
的
な
改
善
希
望
を
趣
旨
に
応
じ
て
分
類
す
る
と
，
「
事
業
対
象
の

人
数
枠
の
拡
大
（
9件
，
具
体
的
に
30人
以
上
が
8件
）
。
／
事
業
の
継

続
（
7件
）
。
／
非
常
勤
で
は
な
く
常
勤
の
加
配
（
6件
，
正
規
教
員
1
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件
を
含
む
）
。
／
人
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
，
子
ど
も
の
状
態
に
応
じ
て
加
配

（
5
件
）
。
／
少
人
数
の
学
級
編
制
（
3件
，
具
体
的
に
2
0人
編
制
が
1
件
，

2
6～
30
人
編
制
が
1
件
）
。
／
補
助
・
補
佐
に
限
定
せ
ず
，
現
場
の
裁
量

で
活
用
（
1
件
）
。
／
校
外
勤
務
の
認
可
（
1
件
）
。
／
任
期
を
半
年
で
な

く
1
年
に
（
1件
）
。
／
細
か
な
報
告
書
提
出
の
改
善
（
1
件
）
。
／
1
年

生
に
留
め
ず
，
下
学
年
支
援
事
業
に
す
る
（
1
件
）
。
3で
あ
っ
た
。

4
．
「
小
学
校
］
年
生
支
援
事
業
」
の
成
果
と
課
題

　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
「
小
学
校
1
年
生
支
援
事
業
」
が
，
要
項
に
も
指

摘
さ
れ
て
い
た
「
特
に
児
童
数
が
4
0
人
近
い
学
級
で
は
教
師
は
一
人
一
人

の
子
供
に
対
し
て
十
分
な
配
慮
を
行
き
届
か
す
こ
と
が
で
き
ず
，
生
活
・

学
習
規
律
の
徹
底
や
学
習
内
容
の
定
着
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
］
と
い
う

困
難
な
状
況
を
緩
和
し
，
「
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
等
に
よ
る
個
に
応

じ
た
指
導
の
工
夫
改
善
を
図
り
，
学
習
・
生
活
規
律
の
徹
底
や
学
習
内
容

の
定
着
を
図
る
」
面
に
お
い
て
様
々
な
成
果
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
が
示
さ

れ
た
4
）
。
加
え
て
，
20
G2
年
度
以
降
も
何
ら
か
の
形
で
事
業
を
継
続
す
る

こ
と
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
，
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
，
改
善
す
べ
き
幾
多
の
課
題
が
確
認
で
き
た
。
第
一
に
，
国
の

曝
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
事
業
」
に
依
拠
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
要

項
の
働
務
時
間
及
び
勤
務
態
様
」
に
関
連
し
た
問
題
，
す
な
わ
ち
，
1
）

通
年
で
な
く
半
期
雇
用
と
な
る
こ
と
，
2
）
勤
務
時
間
が
1
週
間
あ
た
り
2
5

時
間
（
1
日
あ
た
り
，
教
科
等
の
学
習
指
導
と
生
活
指
導
の
時
間
を
合
わ

せ
て
4
～
6
時
間
）
に
限
ら
れ
る
こ
と
，
3
）
勤
務
態
様
が
課
業
日
の
月
～

金
曜
臼
ま
で
で
あ
り
土
曜
日
・
祝
祭
日
・
長
期
休
業
日
は
勤
務
で
き
な
い

こ
と
，
で
あ
る
。
特
に
，
学
期
途
申
の
9月
末
で
の
異
動
は
，
逆
に
学
級

に
混
乱
や
ス
ト
レ
ス
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。
第
二
に
，
働
務
上
の
留
意

事
項
」
に
関
連
し
た
問
題
と
し
て
，
1）
溝
定
の
学
級
で
担
任
を
補
佐
す

る
た
め
の
も
の
」
「
他
の
目
的
へ
の
活
用
は
認
め
ら
れ
な
い
」
「
担
任
を
補

佐
す
る
職
務
に
の
み
専
念
さ
せ
る
」
と
の
規
定
か
ら
制
約
が
生
じ
る
こ
と
，

2）
出
張
旅
費
を
伴
う
出
張
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
，
で
あ
る
。
第
三
に
，

非
常
勤
講
師
で
あ
る
こ
と
に
関
連
し
た
問
題
と
し
て
，
1
）
職
員
会
議
・
各

種
の
分
掌
委
員
会
・
打
ち
合
わ
せ
会
等
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
，
2
）
小
学

校
低
学
年
の
勤
務
経
験
者
な
ど
の
適
任
者
を
確
保
し
に
く
い
こ
と
，
で
あ

る
。
第
四
に
，
報
告
書
の
作
成
や
記
録
簿
の
整
備
に
時
間
を
と
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
か
ら
，
噺
し
い
発
想
で
研
究
的
に
い
ろ
い

ろ
な
指
導
方
法
の
工
夫
を
試
み
」
る
こ
と
が
不
十
分
に
し
か
で
き
な
い
で

い
た
。
「
支
援
事
業
は
大
変
あ
り
が
た
い
が
，
使
い
勝
手
が
悪
い
」
と
い

う
の
が
，
訪
問
調
査
時
に
聴
い
た
現
場
の
率
直
な
声
で
あ
っ
た
。

　
上
記
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
に
は
，
例
え
ば
F
県
の
f
小
学
校
新
入
生

指
導
教
員
配
置
事
業
（
19
9
9・
2
000
年
度
）
］
「
小
学
校
低
学
年
指
導
教
員

配
置
事
業
（
20田
年
度
～
）
」
5
）
の
よ
う
に
県
独
自
で
常
勤
教
員
を
力
贈
己
す

る
等
の
施
策
が
望
ま
し
い
（
仮
に
非
常
勤
講
師
の
加
配
事
業
を
継
続
す
る

場
合
に
も
，
制
約
の
大
き
い
「
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
」
に
依
拠
し

な
い
方
途
を
探
る
必
要
が
あ
ろ
う
）
。
本
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

幾
多
の
問
題
点
は
，
多
人
数
学
級
へ
の
加
配
事
業
を
国
や
他
の
自
治
体
が

始
め
る
場
合
に
も
，
安
易
な
緊
急
雇
用
対
策
の
一
環
策
6）
や
非
常
勤
講
師

対
応
は
避
け
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
く
れ
て
い
よ
う
。

W．
「
小
学
校
］
年
生
問
題
」
と
教
員
配
置
・
学
級
編
制
施
策

　
の
在
り
方

　
と
こ
ろ
で
，
「
36人
以
上
の
1年
生
学
級
に
教
員
を
加
配
す
る
事
業
」

に
対
し
て
は
，
1）
36
人
以
上
や
小
学
校
1年
生
と
い
う
対
象
の
制
限
が
妥

当
で
あ
る
の
か
，
2）
40
人
学
級
編
制
の
下
で
の
加
配
方
式
と
少
入
数
学
級

編
制
と
で
は
い
ず
れ
が
望
ま
し
い
の
か
，
3
）
加
配
方
式
に
お
い
て
も
副
担

任
制
・
TT法
・
少
人
数
授
業
等
の
在
り
方
や
進
め
方
な
ど
，
な
お
追
究

す
べ
き
テ
ー
マ
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
，
「
小
学
校
1年
生
問
題
」
に
焦

点
化
し
な
が
ら
，
関
連
し
た
結
果
を
組
み
合
わ
せ
つ
つ
，
教
員
配
置
・
学

級
編
制
施
策
の
在
り
方
を
考
察
す
る
。

1
．
「
小
学
校
1年
生
問
題
」
（
調
査
①
，
②
，
③
，
④
）

　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
学
級
崩
壊
現
象
に
関
連
し
て
，
「
小
学
校
1年

生
問
題
（
小
1プ
ロ
ブ
レ
ム
）
」
は
，
「
r学
級
崩
壊
』
で
は
な
く
，
集
団

を
作
れ
な
い
『
学
級
未
形
成
』
の
状
態
7）
」
，
「
幼
児
教
育
か
ら
小
学
校
の

集
団
的
生
活
化
へ
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
上
手
に
で
き
す
，
蹟
か
せ

て
い
る
現
象
8）
」
な
ど
，
小
学
校
1年
生
又
は
低
学
年
に
特
有
の
問
題
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
丁
県
で
は
「
小
学
校
1年
生
問
題
」
は
ど
の
程
度
認
識
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
尾
木
直
樹
氏
（
臨
床
教
育
研
究
所
「
虹
」
所
長
）
及
び
大

阪
府
同
和
教
育
研
究
協
議
会
の
「
小
1プ
ロ
ブ
レ
ム
」
ア
ン
ケ
ー
ト
7）

8）
を
援
用
し
，
図
1に
示
す
よ
う
な
主
要
な
10項
目
を
抜
粋
し
て
「
そ

う
思
う
，
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
，
そ
う
は
思
わ
な
い
」
の
3段
階
区
分

の
選
択
肢
で
尋
ね
た
。
回
答
が
あ
っ
た
管
理
職
42人
（
調
査
①
＋
③
）
及

び
1年
生
担
任
68人
（
調
査
②
＋
④
）
に
つ
い
て
，
「
そ
う
思
う
」
の
選

択
が
双
方
と
も
に
50％
以
上
の
項
目
は
「
i＞
『
ジ
コ
チ
ュ
ー
児
』
（
自
己

中
心
児
）
が
増
え
た
。
」
が
管
理
職
79％
・
担
任
82％
，
「
h）
夜
型
の
生
活

の
子
ど
も
が
増
え
た
。
」
が
管
理
職
81％
・
担
任
62％
，
「
c）
他
の
子
ど
も

と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
。
」
が
管
理
職
67％
・
担

任
62％
，
「
b）
片
づ
け
や
挨
拶
な
ど
，
基
本
的
な
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
が

管
理
職
67％
・
担
任
57％
で
あ
り
，
い
ず
れ
か
が
50％
以
上
の
項
目
は

㊦
習
い
事
・
お
稽
古
事
等
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
」
が
担
任
56％
（
管
理

職
31％
）
，
「
d）
言
動
が
粗
暴
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
」
が
担
任
51％
（
管

理
職
43％
）
，
朋
何
か
あ
る
と
す
ぐ
に
『
パ
ニ
ッ
ク
』
状
態
に
な
る
子
ど

も
が
増
え
た
。
」
が
管
理
職
50％
（
担
任
49％
）
で
あ
っ
た
。
大
都
市
ほ

ど
で
は
な
い
が
，
自
己
中
心
児
の
増
加
，
夜
型
の
生
活
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
下
手
，
基
本
的
な
事
項
の
未
形
成
な
ど
と
し
て
，
最
近
の
小
学
校

1年
生
の
子
ど
も
の
変
化
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
自
由
記
述
を
拾
っ
て
み
る
と
，
管
理
職
は
「
相
手
の
話
し
て
い

る
こ
と
に
耳
を
傾
け
た
り
，
指
示
し
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
行
動
で

き
な
い
。
／
障
害
の
あ
る
児
童
が
多
く
な
る
傾
向
で
あ
る
。
以
前
に
も
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
が
，
発
見
で
き
る
場
面
が
多
く
な
っ
た
こ
と
も
背
景
に
あ
る
。

／
1学
期
経
過
し
て
も
学
校
に
な
じ
め
ず
，
い
つ
ま
で
も
幼
児
性
の
消
え

な
い
子
が
増
え
た
。
／
も
の
ご
と
に
感
動
し
た
り
，
感
動
し
た
こ
と
を
表

現
し
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
／
校
長
に
対
し
て
も
気
に
食
わ
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「
小
学
校
1年
生
問
題
」
と
教
員
配
置
・
学
級
編
制
施
策

ぬ
こ
と
が
あ
る
と
『
ク
ソ
ば
ば
あ
』
な
ど
と
い
う
言
葉
を
平
気
で
言
う
。

／
子
ど
も
中
心
の
生
活
で
は
な
く
，
親
の
生
活
に
子
ど
も
が
つ
き
あ
わ
さ

せ
ら
れ
て
い
る
。
1
か
月
に
数
日
間
欠
席
し
，
病
気
と
聞
く
が
，
家
に
は

誰
も
い
な
い
な
ど
の
こ
と
が
あ
る
。
／
基
本
的
な
生
活
習
慣
，
規
範
意
識

の
定
着
が
不
十
分
。
／
基
本
的
な
こ
と
が
指
導
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問

題
と
思
う
。
／
家
庭
教
育
に
問
題
が
あ
る
面
が
あ
る
。
ま
た
，
幼
稚
園
教

育
が
自
主
性
を
伸
ば
す
教
育
と
言
わ
れ
な
が
ら
，
自
己
中
心
児
を
育
て
る

面
も
う
か
が
え
る
。
／
我
慢
が
で
き
な
い
子
が
目
立
つ
。
」
と
指
摘
し
て

い
た
。

　
担
任
に
つ
い
て
学
級
規
模
別
で
示
す
と
，
ま
ず
事
業
実
施
校
の
担
任
は

「
す
ぐ
か
っ
と
な
り
度
を
こ
す
行
動
に
出
る
。
／
○
○
し
な
さ
い
と
い
わ

な
い
と
自
分
で
す
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
指
示
待
ち
の
子
ど
も
が
い
る
。

／
鉛
筆
や
箸
を
正
し
く
持
て
な
い
子
，
い
つ
ま
で
も
指
折
り
数
え
て
計
算

す
る
子
が
増
え
た
。
腰
骨
の
立
っ
た
座
り
方
が
難
し
く
，
持
続
で
き
な
い
。

特
に
入
学
当
初
は
授
業
中
で
も
立
ち
歩
い
た
り
遠
く
の
友
達
に
話
し
か
け

た
り
し
て
，
ク
ラ
ス
の
統
～
感
が
な
か
っ
た
。
／
物
を
大
切
に
で
き
な
い
。

自
分
の
筆
箱
に
何
が
幾
つ
入
っ
て
い
る
か
分
か
っ
て
い
る
子
が
少
な
い
。

減
っ
て
い
て
も
無
頓
着
で
あ
る
。
履
い
て
き
た
靴
下
を
履
か
ず
に
帰
っ
て

も
平
気
で
，
探
そ
う
と
し
な
い
。
か
っ
と
す
る
と
鉛
筆
を
折
る
。
ハ
サ
ミ

で
入
の
教
科
書
や
ノ
ー
ト
の
表
紙
を
切
る
。
算
数
セ
ッ
ト
の
教
具
を
む
り

や
り
こ
わ
し
て
，
中
の
磁
石
を
取
り
出
す
。
他
の
子
の
も
無
理
や
り
集
め

る
。
お
は
じ
き
板
を
ケ
ー
ス
か
ら
無
理
や
り
は
が
し
て
集
め
る
。
大
人
に

対
し
て
暴
言
を
吐
く
。
『
う
る
せ
え
』
『
だ
ま
れ
』
『
し
ら
ん
』
『
は
な
せ
』

等
。
注
意
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
素
直
に
認
め
ら
れ
な
い
。
す
ぐ
に
r
O

O
も
し
と
っ
た
』
と
他
の
子
ど
も
の
名
前
を
ま
ず
言
う
。
／
自
分
の
プ
リ

ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
が
終
わ
る
と
，
他
の
友
達
の
じ
ゃ
ま
を
す
る
子

が
い
る
。
／
我
慢
が
苦
手
で
あ
る
。
」
，
事
業
未
実
施
校
の
3
1人
以
上
学
級

の
担
任
は
「
人
の
話
を
落
ち
着
い
て
聞
く
こ
と
が
難
し
い
。
／
1
年
生
の

保
護
者
の
意
識
も
以
前
と
は
ず
い
分
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

親
自
身
が
基
本
的
な
部
分
で
不
十
分
だ
っ
た
り
，
自
分
の
子
ど
も
の
こ
と

し
か
考
え
な
い
。
ま
わ
り
が
見
え
て
い
な
い
と
い
う
傾
向
が
強
く
な
っ
て

き
た
と
思
う
。
／
1
対
1で
対
応
し
な
い
と
満
足
で
き
な
い
。
／
親
と
の

関
わ
り
が
う
ま
く
で
き
な
い
子
が
あ
り
，
そ
れ
以
外
で
も
周
囲
と
の
，
大

人
と
の
関
わ
り
が
ま
ず
い
子
が
あ
る
。
／
精
神
年
齢
が
幼
い
。
社
会
性
・

生
活
経
験
が
乏
し
い
。
1年
が
終
わ
っ
て
や
っ
と
1年
生
に
あ
が
る
（
ユ

年
ず
れ
て
い
る
）
感
じ
。
」
，
2
6
～
3
G
人
学
級
の
担
任
は
「
逆
に
，
参
観
日

な
ど
で
も
，
親
の
前
だ
か
ら
き
ち
ん
と
し
よ
う
と
か
，
い
い
と
こ
ろ
を
見

て
も
ら
お
う
な
ど
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
思
う
。
か
え
っ
て
，
親
の

前
だ
と
興
奮
す
る
の
か
，
そ
わ
そ
わ
し
て
行
儀
が
わ
る
く
な
る
こ
と
も
多

い
よ
う
に
感
じ
る
。
怒
ら
れ
な
れ
て
い
る
の
か
，
人
の
注
意
を
聞
き
流
し

て
い
る
子
が
い
る
。
／
偏
食
が
増
し
た
。
／
忍
耐
力
が
弱
い
。
／
人
の
話

を
聞
け
な
い
。
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
。
朝
元
気
が

な
い
（
朝
食
抜
き
，
寝
不
足
）
。
」
，
2
1
～
2
5
入
学
級
の
担
任
は
馳
人
の

話
が
聞
け
な
い
。
体
力
の
な
い
子
が
多
い
。
好
き
嫌
い
が
多
い
。
／
基
本

的
生
活
習
慣
の
し
つ
け
が
で
き
て
い
な
い
。
自
分
の
持
ち
物
の
管
理
が
で

き
な
い
（
そ
こ
い
ら
へ
ん
に
投
げ
っ
ぱ
な
し
，
片
づ
け
が
で
き
な
い
）
。
」
，

20
人
以
下
学
級
の
担
任
は
「
精
神
的
に
安
定
す
る
場
所
を
求
め
て
い
る
と

思
う
。
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
，
触
っ
て
ほ
し
い
，
か
ま
っ
て
ほ
し
い
と
感

じ
て
い
る
。
多
動
性
の
子
，
す
ぐ
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
子
，
ふ
て
て
何
も
し

な
い
子
，
親
が
叱
る
こ
と
に
過
敏
な
子
，
な
ど
な
ど
。
／
言
葉
使
い
が
乱

暴
に
な
っ
た
。
自
己
中
心
的
な
言
動
が
多
く
な
っ
た
。
」
と
，
学
級
規
模

を
越
え
て
共
通
し
た
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
。

2．
就
学
前
諸
機
関
と
の
連
携
（
調
査
⑦
）
及
び
小
学
校
1年
生
に
お
け

　
る
学
級
経
営
の
留
意
点
・
重
点
（
調
査
③
）

　
こ
う
し
た
小
学
校
1年
生
の
変
化
に
対
し
て
，
管
理
職
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
，
事
業
実
施
校
の
管
理
職
（
調
査
①
）
は
，
「
体
験
入
学
」
（
B・

G・
K校
）
，
「
幼
保
小
（
中
）
連
絡
会
3（
E校
：
幼
保
と
小
1の
話
し

合
い
，
授
業
公
開
，
引
き
継
ぎ
会
な
ど
。
G校
：
担
任
間
の
情
報
交
換
。

1校
：
就
学
時
健
診
の
前
に
状
況
把
握
。
」
校
：
保
育
所
の
見
学
と
話
し

合
い
。
H・
K・
L校
）
，
「
合
同
運
動
会
」
（
G校
）
，
洞
和
教
育
主
任

会
・
研
修
会
」
（
K校
：
保
小
中
高
で
月
1回
開
催
し
，
子
ど
も
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
。
L校
：
保
小
で
同
和
教
育
研
修
会
）
な
ど
，
就
学
前
諸

機
関
と
の
連
携
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
次
に
，
小
学
校
1年
生
に
お
け
る
学
級
経
営
の
留
意
点
・
重
点
（
調
査

③
）
と
し
て
は
，
以
下
の
よ
う
な
事
項
が
列
挙
さ
れ
た
。

「
人
間
関
係
づ
く
り
を
通
し
，
集
団
の
中
へ
の
適
応
，
学
習
へ
の
主
体
的

な
と
り
く
み
の
姿
勢
を
育
て
る
こ
と
。
／
集
団
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な

ル
ー
ル
の
徹
底
。
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
／
生
活
習
慣
に

お
け
る
躾
と
人
間
関
係
の
ル
ー
ル
の
定
着
。
／
一
入
一
人
の
児
童
と
確
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
れ
る
人
数
と
す
る
こ
と
。
特
に
支
援
を
要

す
る
児
童
の
い
る
場
合
の
介
助
員
等
の
配
置
。
／
基
本
的
生
活
習
慣
の
定

着
。
／
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
。
友
達
関
係
の
育
成
。
／
基
本
的
な
生

活
習
慣
の
確
立
。
／
仲
間
づ
く
り
。
学
習
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
。
／
家

庭
と
の
連
携
。
人
間
関
係
づ
く
り
。
／
入
間
づ
く
り
。
友
達
関
係
が
よ
く

助
け
合
う
活
動
を
重
視
す
る
。
教
科
を
は
じ
め
全
領
域
。
／
集
団
へ
の
適

応
が
う
ま
く
と
れ
て
，
友
達
と
の
か
か
わ
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
。
／
基

本
的
な
学
習
・
生
活
面
の
よ
り
望
ま
し
い
週
間
形
成
。
子
ど
も
の
心
を
受

容
・
共
感
し
な
が
ら
も
規
律
あ
る
言
動
の
指
導
。
／
集
団
行
動
が
と
れ
る

こ
と
。
日
常
的
な
基
本
的
習
慣
を
身
に
付
け
る
。
／
聞
く
・
話
す
な
ど
の

学
習
ル
ー
ル
を
身
に
付
け
る
。
仲
間
と
仲
良
く
す
る
。
／
基
本
的
生
活
習

慣
が
大
切
。
／
仲
間
づ
く
り
。
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
。
／
生
活
や
学

習
に
対
す
る
基
本
的
な
習
慣
づ
く
り
。
自
分
の
思
い
を
言
葉
で
表
現
す
る
，

相
手
の
話
を
聞
き
取
る
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
。
／
生
活
指
導
（
仲

間
づ
く
り
を
含
め
て
）
。
保
護
者
へ
経
営
方
針
の
理
解
を
求
め
る
。
教
科

指
導
（
特
に
算
数
・
国
語
）
。
／
基
本
的
な
生
活
習
慣
（
挨
拶
，
学
習
規

律
，
給
食
の
作
法
，
全
校
の
集
会
・
儀
式
時
の
態
度
，
等
々
）
。
社
会
性

の
酒
養
（
友
達
と
の
協
調
性
，
わ
が
ま
ま
の
制
限
）
。
／
子
ど
も
の
心
を

開
く
教
育
の
推
進
。
／
基
本
的
な
生
活
習
憤
。
同
和
教
育
・
人
権
教
育
の

徹
底
。
／
学
習
規
律
。
／
学
習
規
律
の
定
着
。
／
仲
間
づ
く
り
　
（
生
活
づ

く
り
）
。
多
様
な
体
験
活
動
。
生
き
方
指
導
（
自
立
と
共
生
）
。
／
学
校
と

し
て
は
基
礎
基
本
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
他
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
つ
け
る
こ
と
（
少
子
化
の
中
で
）
。
／
個
の
尊
重
と
心
を
つ
な
ぐ

学
級
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
。
／
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
。
基
礎
基
本

の
充
実
。
／
基
本
的
生
活
・
学
習
習
慣
の
育
成
・
定
着
（
善
悪
の
判
断
を

含
め
）
。
友
達
関
係
づ
く
り
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
，
自
己
表
現
相

手
意
識
）
。
／
基
本
的
生
活
習
慣
。
／
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
，
学
習

ル
ー
ル
，
対
人
関
係
に
つ
い
て
学
ば
せ
る
。
／
学
習
規
律
を
き
ち
ん
と
守

ら
せ
る
こ
と
。
友
達
と
の
思
い
や
り
。
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
視
。

生
活
体
験
の
場
づ
く
り
。
／
集
団
生
活
に
適
応
す
る
能
力
を
養
う
。
人
間

関
係
づ
く
り
を
行
う
。
／
集
団
生
活
が
き
ち
ん
と
送
れ
る
こ
と
。
学
校
・

学
級
内
で
の
基
本
的
行
動
様
式
の
定
着
。
個
性
伸
長
。
］

　
「
基
本
的
生
活
習
慣
・
基
本
的
学
習
習
慣
・
基
本
的
ル
ー
ル
・
挙
習
規

律
，
友
だ
ち
関
係
・
入
間
関
係
・
仲
間
づ
く
り
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
，

集
団
生
活
・
社
会
性
」
な
ど
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。



鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学
部
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
ll号
　
2002年
3月

13

表
1　
担
任
に
よ
る
現
在
の
学
級
規
模
へ
の
意
識
（
調
査
②
，
④
）

調
査
M

調
査
④

調
査
②

現
在
の
学
級
規
模
～
1
0人

I
I～
15

16
～
20

21～
25

26～
30

31～
35

36～
4G

36～
40

回
答
数

2（
件
）

2
2

王
5

26
22

3
15

1）
小
さ
い

5
Ω
（
％
）

製
0

0
0

0
0

0

2）
や
や
小
さ
い

鉋
鎚

0
2
7

0
0

0
0

3）
ち
ょ
う
ど
よ
い

0
0

塑
旦

46
5

0
0

4）
や
や
大
き
い

0
0

迎
7

題
旦

0
7

5大
き
い

0
0

0
0

0
14

100
93

表
2
　
〕
年
生
に
お
け
る
適
正
な
学
級
規
模
（
調
査
①
，
②
，
③
④
）

調
査
M

調
査
①

調
査
③

調
査
④

調
査
②

現
在
の
学
級
規
模
管
理
職

管
理
職

～
2
0入

21～
25

26～
30

31～
35

36～
40

36～
40

回
答
数

8
（
件
）

34
7

15
26

22
3

15

1
）
10
人
以
下

0
（
％
）

3
0

0
0

0
0

0

2）
1
1～
1
5人

0
3

0
0

0
0

0
0

3）
1
6～
2
0人

25
26

旦
3
3

38
14

○
13

4）
2
1～
2
5入

鉋
47

43
旦

坦
45

0
旦

5）
2
6～
3
0人

25
21

0
13

12
36

33
13

6）
3
茎
～
35人

0
0

0
0

0
5

0
0

736～
40人

0
0

0
0

0
0

0
0

表
3
　
1
年
生
に
お
け
る
望
ま
し
い
教
員
配
置
施
策
（
調
査
①
②
，
③
，
④
）

調
査
甑

調
査
①

調
査
③

調
査
④

調
査
②

現
在
の
学
級
規
模

@　
回
答
数

管
理
職

@8（
件
）

管
理
職
@
30

～
20
人

@6
21～
25
@14

26～
30
@23

3玉
～
35
@20

36～
40
@3

36～
40
@15

1）
少
人
数
編
制

Q）
TT加
配

R）
双
方
の
併
用

S
少
人
数
授
業

坦
Ω
（
％
）

@0@0@0

旦
2
77
7

旦
O
l
7
0

五
〇
290

四
13170

鎚
10100

Ω
3300

艶
070

表
4
　
20
0
2年
度
以
降
に
お
け
る
丁
県
の
1
年
生
対
策
事
業
へ
の
希
望
（
調
査
⑦
，
②
，
③
，
④
）

調
査
品

調
査
①

調
査
③

調
査
④

調
査
②

現
在
の
学
級
規
模

@
　
回
答
数

管
理
職

@8（
件
）

管
理
職
@34

～
20
人

@7
2
1～
2
5
@1
5

26～
30
@26

3玉
～
35
@22

36～
40

@3
36～
4G
@l5

1）
少
人
数
編
成

Q
）
教
員
加
配
・
TT

R
）
そ
　
の
　
他

旦
（
％
）

Q5P3＊

4フU0

鎚
0玉
4緋

旦
270

旦
270

旦
239

迎
　
0　
0

追
207紗
＊

注
：
＊
T
T
制
で
な
く
副
担
任
制
，
緋
学
校
の
裁
量
に
委
ね
る
，
＊
＃
1
・
2
年
生
を
少
人
数
学
級
編
制
に
す
る
。

表
5
　
教
員
が
一
人
増
員
さ
れ
た
場
合
の
活
用
希
望
（
調
査
②
④
）

調
査
瓶

調
査
④

調
査
②

現
在
の
学
級
規
模

@
　
回
答
数

～
1
0人
Q
（
件
）

1至
～
15

@
3

1
6～
2
0
@
2

2
1～
2
5
@1
5

26～
30
@26

3茎
～
35
@22

36～
40
@3

36～
40

@茎
5

1）
学
級
分
割

Q）
TT

R
）
双
方
の
併
用

S
）
そ
の
他

0（
％
）

R
鉋
　
0

旦
0
3
3
0

0
迎
鎚
0

13

Q7

ﾈ0

3玉P9

R0

旦
9360

33R3

R3O

鎚
7130

3．
1
年
生
に
お
け
る
適
正
な
学
級
規
模
及
び
教
員
配
置
施
策
（
調
査
①
，

　
②
，
③
，
④
）

　
そ
れ
で
は
，
1
年
生
に
お
け
る
適
正
な
学
級
規
模
に
関
す
る
意
向
は
，

ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
表
1
に
は
，
担
任
に
よ
る
現
在
の
学
級
規
模
へ
の
意
識
を
示
し
た
（
表

中
の
5
⑪
％
以
上
の
箇
所
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
，
以
下
同
じ
）
。
3
1
人
以
上

学
級
の
場
合
は
，
1
人
を
除
く
全
員
（
3
9
／
4
0人
，
「
3
1～
3
5
人
］
の
1

人
が
「
3
）
ち
ょ
う
ど
よ
い
」
と
し
て
い
た
）
が
「
5）
大
き
い
」
「
4
）
や
や

大
き
い
」
と
し
て
い
た
。
逆
に
，
」
5
入
以
下
の
場
合
は
，
全
担
任
（
4／

4
人
）
が
ξ
1）
小
さ
い
」
「
2）
や
や
小
さ
い
」
と
し
て
い
た
。
「
3
）
ち
ょ
う

ど
よ
い
」
が
多
か
っ
た
の
は
，
1
6～
3
0入
の
学
級
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
，
現
在
「
2
1～
25
人
」
の
学
級
に
お
い
て
，
「
3
）
J
が
6
7％
と
最

も
高
か
っ
た
。
つ
い
で
表
2に
は
，
1
年
生
に
お
け
る
適
正
な
学
級
規
模

を
示
し
た
。
全
調
査
を
通
じ
て
，
担
任
1
人
・
管
理
職
2
人
を
除
く
全
員

（
担
任
8
7／
8
8入
，
管
理
職
4
⑪
／
42人
）
が
16～
30人
の
間
を
選
択
し
て

お
り
，
中
で
も
「
21～
25人
」
が
最
も
高
か
っ
た
。
以
上
か
ら
，
小
学
校

1
年
生
の
学
級
規
模
と
し
て
，
16～
30入
の
間
が
望
ま
し
く
，
申
で
も

「
2
1
～
2
5人
」
を
最
適
と
す
る
意
向
が
示
さ
れ
た
。

　
な
お
，
適
正
な
学
級
規
模
が
小
学
校
1年
生
と
他
学
年
と
で
は
異
な
る

と
答
え
た
の
は
，
事
業
実
施
校
の
管
理
職
88％
（
調
査
①
；
7／
8人
）
・

担
任
47
％
（
調
査
②
；
7／
15人
）
，
未
実
施
校
の
管
理
職
50％
（
調
査

③
；
17／
34人
）
・
担
任
28％
（
調
査
④
；
20／
71人
）
で
あ
っ
た
。
具

体
的
に
は
，
1年
生
の
適
正
規
模
を
「
21～
25人
」
と
す
る
の
に
対
し
て
，

他
学
年
を
「
26～
30人
」
と
す
る
意
見
が
目
立
っ
た
。

［
調
査
①
・
管
理
職
の
自
由
記
述
］

・
ぱ
年
生
21～
25人
」
き
め
細
か
い
指
導
の
限
度
。
集
団
生
活
の
適
正

規
模
。
／
「
他
学
年
26～
30人
」
中
・
高
学
年
で
は
こ
の
規
模
が
適
正
と

考
え
る
。
グ
ル
ー
プ
活
動
（
学
習
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
。

・
「
1年
生
21～
25入
」
目
の
行
き
届
く
限
度
で
あ
る
。
少
な
い
と
競
争

し
た
り
も
ま
れ
あ
っ
た
り
し
て
向
上
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
。
／
「
他
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渡
部
昭
男
：
　
「
小
学
校
1
年
生
問
題
」
と
教
員
配
置
・
学
級
編
‖
認
施
策

学
年
26
～
3
0人
」
教
師
に
依
存
し
な
い
で
自
力
で
解
決
す
る
力
が
つ
い
て

く
る
と
，
人
数
は
多
く
な
っ
て
も
良
い
。
し
か
し
，
学
習
面
か
ら
考
え
る

と
3
0入
が
限
度
。

・
ほ
年
生
2
1～
2
§
人
」
集
団
生
活
は
し
て
い
る
が
，
彼
等
に
は
集
団
の

中
の
一
人
と
い
う
意
識
は
薄
い
。
そ
の
た
め
担
任
と
し
て
関
わ
り
得
る
範

囲
，
支
援
で
き
る
範
囲
は
2
1
～
2
5名
。
こ
の
中
で
集
団
帰
属
意
識
を
高
め

て
い
く
。
／
「
他
学
年
2
6
～
3
0
人
」
段
階
的
に
見
て
，
集
団
帰
属
意
識
は

こ
の
程
度
の
人
数
が
必
要
。
学
習
面
に
お
い
て
も
内
容
を
深
め
た
り
学
習

形
態
を
変
え
て
学
習
す
る
場
合
も
，
こ
の
程
度
の
人
数
が
ほ
し
い
。

・
「
1年
生
2
1～
25
人
j
入
数
が
少
な
す
ぎ
る
場
合
，
多
様
な
考
え
方
が

出
に
く
い
反
面
，
1
年
生
の
時
…
は
学
習
の
決
ま
り
や
基
礎
・
基
本
を
確
実

に
修
得
さ
せ
る
に
は
よ
い
。
多
す
ぎ
て
は
一
人
一
入
へ
の
対
応
が
難
し
い
。

／
「
他
学
年
26
～
3
⑪
人
］
3
年
生
以
上
と
も
な
れ
ば
子
ど
も
同
士
で
チ
ー

ム
を
組
ん
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
，
運
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

21～
25
人
と
い
う
数
よ
り
も
も
う
少
し
多
い
方
が
よ
い
。

［
調
査
②
・
担
任
の
自
由
記
述
］

・
「
1年
生
2
］
～
2
5
入
」
学
習
面
・
生
活
面
と
も
目
が
行
き
届
く
。
／

「
他
学
年
2
6～
3
0人
］
あ
ま
り
少
な
い
と
子
ど
も
同
士
鍛
え
ら
れ
な
い
。

・
パ
年
生
2
1
～
2
5人
」
入
学
し
た
ば
か
り
の
子
ど
も
の
能
力
差
は
他
の

学
年
に
比
べ
差
が
大
き
い
。
保
育
経
験
の
な
い
子
も
い
る
。
な
る
べ
く
少

な
い
方
が
個
別
指
導
が
し
や
す
い
た
め
。
／
「
他
学
年
2
6
～
3
0人
」
2
年

生
以
上
は
一
応
集
団
生
活
（
学
校
生
活
）
に
も
慣
れ
て
き
て
い
る
た
め
，

こ
の
大
き
さ
が
い
い
。
少
な
す
ぎ
る
の
も
互
い
の
意
見
交
換
・
競
争
と
い

う
面
で
よ
ろ
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
。

・
「
1
年
生
2
1～
25
人
」
経
験
差
や
個
人
差
が
大
き
く
，
個
別
の
支
援
や

指
導
を
要
す
る
た
め
。
／
「
他
学
年
2
6～
3⑪
人
」
1
年
生
に
は
き
め
細
か

な
支
援
が
必
要
で
あ
る
か
ら
。

・
「
1年
生
2
1～
25
人
］
目
が
行
き
届
く
し
，
集
団
と
し
て
共
に
伸
び
る

人
数
。
／
「
他
学
年
2
6
～
3
0
人
」
成
長
の
度
合
い
が
異
な
る
。

・
「
1
年
生
2
1
～
2
5
人
」
グ
ル
ー
プ
活
動
す
る
場
合
，
4
～
5
人
の
班
が

5
～
4
編
成
で
き
る
と
，
班
で
の
話
し
合
い
の
場
面
で
も
全
員
が
参
加
で

き
，
グ
ル
ー
プ
発
表
と
し
て
全
員
が
取
り
組
ん
で
も
時
間
的
に
適
当
で
あ

る
。
1
年
生
で
は
教
科
書
の
音
読
が
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
，
毎

日
一
入
ず
っ
音
読
を
聞
き
合
え
る
の
は
こ
の
人
数
が
限
界
で
あ
る
。
1文

ず
つ
読
ん
で
も
4
0人
が
読
む
間
に
他
の
子
は
集
中
で
き
ず
に
遊
ん
で
し
ま

う
。
／
「
他
学
年
2
6～
30
人
」
1
・
2
年
生
で
学
習
の
取
り
組
み
方
や
基

礎
学
力
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
れ
ば
，
3
年
生
以
上
な
ら
2
6～
30人
程
度

の
人
数
で
も
落
ち
着
い
て
学
習
が
で
き
る
。

・
「
1
年
生
2
1～
25
人
」
基
礎
学
力
定
着
の
た
め
に
は
25
入
を
越
え
な
い

方
が
よ
い
。
／
「
他
学
年
2
6
～
3
0入
」
3
0人
く
ら
い
い
た
方
が
色
々
な
友

だ
ち
と
ふ
れ
合
う
こ
と
が
で
き
，
活
気
が
あ
っ
て
良
い
。

・
「
1
年
生
2
1～
25
人
」
一
人
一
人
に
目
が
行
き
届
き
，
グ
ル
ー
プ
で
活

動
す
る
の
に
適
当
な
人
数
。
／
「
他
学
年
（
異
な
る
が
人
数
は
未
記
入
）
」

一
概
に
は
言
え
な
い
。
そ
の
学
年
の
実
態
に
応
じ
て
規
模
が
決
め
ら
れ
れ

ば
良
い
と
思
う
。
「
適
正
」
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
，
1
年
生
に
お
け
る
適
正
な
学
級
規
模
を
「
2
五
～
2
5入
」

と
い
う
少
入
数
に
す
る
意
向
が
強
い
こ
と
か
ら
，
1
年
生
に
お
け
る
望
ま

し
い
教
員
配
置
施
策
（
表
3）
，
2
0
0
2年
度
以
降
に
お
け
る
T県
の
1年

生
対
策
事
業
へ
の
希
望
（
表
4
）
に
関
し
て
も
，
TT
加
配
な
ど
よ
り
も

「
少
人
数
編
制
」
を
求
め
る
声
が
多
い
。

　
す
な
わ
ち
，
丁
県
に
お
い
て
「
小
学
校
1
年
生
支
援
事
業
は
大
変
あ
り

が
た
い
」
も
の
で
は
あ
る
が
，
本
来
的
に
は
加
配
事
業
で
な
く
，
「
1
年

生
に
お
け
る
21～
25人
程
度
の
少
人
数
学
級
編
制
」
が
望
ま
れ
て
い
る
と

結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
，
「
少
人
数
学
級
編
制
」
を
進

め
る
に
は
必
要
な
教
室
数
の
確
保
（
校
舎
の
増
改
築
）
を
伴
う
等
か
ら
，

教
員
が
増
員
さ
れ
た
場
合
の
活
用
方
法
（
表
5）
に
つ
い
て
，
実
際
に
学

級
分
割
に
す
る
か
，
TT方
式
に
す
る
か
，
ま
た
は
双
方
を
併
用
す
る
か

等
の
判
断
は
多
様
で
あ
り
，
現
場
の
裁
量
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
，
］
）
1年
生
に
お
い
て
少
人
数
（
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
）
授
業
は
有
効

で
あ
る
の
か
9）
，
2）
集
団
を
固
定
し
安
定
し
た
人
間
関
係
を
形
成
す
る
こ

と
が
望
ま
し
く
は
な
い
か
，
3）
少
人
数
学
級
で
あ
っ
た
と
し
て
も
身
辺
自

立
や
緊
急
時
の
支
援
の
た
め
に
や
は
り
補
助
教
員
が
必
要
で
は
な
い
か
，

4）
2年
生
も
含
め
た
小
学
校
低
学
年
対
策
と
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
な
の

か
等
々
，
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
べ
き
課
題
は
多
い
。
小
学
校
1年
生
な

い
し
低
学
年
は
，
他
学
年
に
優
先
し
て
教
員
配
置
・
学
級
編
制
が
改
善
さ

れ
る
べ
き
対
象
（
優
先
課
題
）
な
の
か
，
全
体
の
教
員
配
置
・
学
級
編
制

が
改
善
さ
れ
た
上
で
も
さ
ら
に
他
学
年
と
は
異
な
る
方
策
を
採
る
べ
き
対

象
（
特
異
課
題
）
な
の
か
に
つ
い
て
の
解
明
も
、
今
後
に
譲
り
た
い
。

謝
辞
：
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
，
記
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
，
貴
重
な
試
み
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

追
記
：
本
稿
は
，
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C）
（
2）
（
課
題
番
号

13610298）
「
義
務
標
準
法
第
7次
改
善
計
画
に
係
る
地
方
教
育
施
策
の

研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
，
日
本
教
育
学
会
第
60回
大
会
（
横
浜
国

立
大
学
，
200i年
8月
29日
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
。
な
お
，
20⑪
2

年
度
以
降
は
小
学
校
低
学
年
に
30人
学
級
制
を
導
入
す
る
こ
と
が
丁
県
の

方
針
と
し
て
表
明
さ
れ
た
。
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。

《
注
》

1）
佐
藤
三
樹
太
郎
（
1965，
改
訂
版
1968）
『
学
級
規
模
と
教
職
員
定

　
数
』
第
一
法
規
，
同
（
1987）
「
義
務
教
育
標
準
法
と
高
校
標
準
法
」

　
『
証
言
　
戦
後
の
文
教
政
策
』
第
一
法
規
な
ど
。

2）
渡
部
昭
男
（
］
999）
「
標
準
法
の
制
度
的
意
義
と
課
題
」
『
日
本
教
育

行
政
学
会
年
報
』
第
25号
，
pp．
2G6．
21⑪
。

3）
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http：
〃
wwwmext．

gojp）
報
道
発

表
2001年
5月
11日
「
平
成
13年
度
に
学
級
編
制
の
弾
力
化
を
実
施
す

　
る
都
道
府
県
の
状
況
に
つ
い
て
」
等
及
び
日
本
教
育
新
聞
200茎
年
5月

　
田
日
記
事
「
第
7次
定
数
改
善
計
画
で
教
委
の
対
応
　
文
科
省
ま
と
め
」
。

4）
］
999年
度
後
期
の
事
業
対
象
13校
21学
級
の
様
子
に
関
し
て
は
，
日

　
本
海
新
聞
1999年
12月
6日
記
事
「
き
め
細
か
い
指
導
可
能
に
　
小
一

　
の
教
員
2人
制
2カ
月
」
に
そ
の
成
果
の
一
端
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

5）
36人
以
上
の
多
人
数
学
級
が
対
象
で
あ
る
。

6）
緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
を
発
案
す
る

　
（
朝
日
新
聞
2GOl年
8月
5日
記
事
「
教
員
補
助
に
5万
人
　
文
科
省
」

等
〉
場
合
に
は
，
試
行
し
た
自
治
体
で
の
事
業
評
価
の
上
に
そ
の
デ
メ

　
リ
ッ
ト
も
含
め
て
科
学
的
か
つ
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
，
丁
県
が
試
行
す
る
補
助
教
員
は
教
員
免
許
状
の
保
持
を
前
提
と

す
る
が
，
薪
た
に
国
が
考
え
て
い
る
教
育
補
助
員
で
は
免
許
状
の
有
無

　
は
問
わ
れ
な
い
。
な
お
，
国
で
は
こ
れ
ま
で
半
年
雇
用
と
し
て
き
た
運

用
を
改
め
て
，
教
育
補
助
員
に
関
し
て
は
1年
間
雇
用
を
可
能
に
す
る

方
向
で
あ
る
と
い
う
。

7）
新
保
真
紀
子
（
2000）
「
『
小
1プ
ロ
ブ
レ
ム
』
r学
級
崩
壊
』
を
と

　
も
に
越
え
る
た
め
に
」
『
解
放
教
育
』
第
30巻
第
／
号
，
pp．
65－
77。

8）
尾
木
直
樹
（
2000）
『
子
ど
も
の
危
機
を
ど
う
見
る
か
』
岩
波
書
店
，

　
引
用
箇
所
p．
94，
ア
ン
ケ
ー
ト
pp．
88－
90。

9）
今
回
の
調
査
で
，
2002年
度
か
ら
実
施
予
定
で
あ
っ
た
少
人
数
授
業

　
に
関
し
て
そ
の
効
果
を
予
測
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
，
事
業
実
施
校
の

管
理
職
25％
（
調
査
①
：
2／
8人
）
・
担
任
20％
（
調
査
②
：
3／

　
15人
）
が
「
1年
生
で
は
む
し
ろ
弊
害
が
あ
る
と
思
う
」
と
回
答
し
て

　
い
た
。


